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NEC Express 5800シ U ■ズ 
Express 5800 /120Rg-l,i!20Rg-l 


八ードウエア編 


本装置のハードウエアについて説明します。 

各部の名称と機能 （68 ページ） 

本体の各部の名称と機能についてパーツ単位に説明しています。 

設置と接続 （81 ページ） 

本体の設置にふさわしい場所やラックへの取り付け手順、背面コネクタへの接 
続について説明しています。 

基本的な操作 （102 ページ） 

電源の ON や OFF の方法、およびフロッピーディスクや CD - ROM のセット方法 
などについて説明しています。 

内蔵オプションの取り付け（111ページ） 

別売の内蔵型オプションを取り付けるときにご覧ください。 

システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ （165 ページ） 

専用のユーティリティを使った BIOS の設定方法について説明しています。ま 
た、このユーティリティで設定したパラメータが保存されている内部メモリ 
( CMOS メモリ ） のクリア方法およびマザーボードの割り込みの設定についても 
説明しています。 

RAID コンフィグレーション （196 ページ） 

本装置内蔵のハードディスクドライブをディスクアレイドライブとして運用す 
るための方法について説明しています。 

リセット （21 1ページ） 

システムのリセット方法と内部メモリ （ CMOS メモリ ） のクリア方法について説 
明します。 
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各部の名称と機能 

本装置の各部の名称を次に示します。 


装置前面 


(3) (5)-1 ⑹ 



(1) フロントべゼル 

日常の運用時に前面のデバイス類を保護する力 
パー。添付のセキュリティキーでロックすること 
ができる（->102ページ)。 

(2) キース□ット 

フロン トべゼ ルのロックを 解除するセキュリティ 
キーで ロックの 差し口 （ — 1C)2 ページ)。 

(3) POWER ランプ（緑色） 

電源を ON にすると緑色に点灯する卜76ベー 
ジ)。 

(4) DISK ACCESS ランプ（緑色/アンバー 
色） 

内蔵の ハー ド ディ スクドライブにアクセスしてい 
るときに緑色に点灯する。内蔵のハードディスク 
ドライブのうち、いずれが1つでも故障するとア 
ンバー色に点灯する （—77 ページ)。 


(5) ACT ランプ（緑色） 

システムがネットワークと接続されているときに 
点灯する （—77 ページ)。アイコンにある数字は 
「1」が LAN ポ ーM 用で、「2」が LAN ポート2用 
を示す。 

(6) UID ランプ（青色） 

UID スイッチを押したときに点灯する（ソフト 
ウェアからの コマン ドによっても点灯または点滅 
する （—78 ページ)。ソフトウェアからの コマン 
ドによっても点滅する。 

(7) STATUS ランプ（前面）（緑色/アンバー 
色） 

本装置の状態を表示するランプ （—76 ページ)。 
正常に動作している間は緑色に点灯する。異常が 
起きるとアンバー色に点灯または点滅する。 
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装置前面（フロントべゼルを取り外した状態) 


SATA モデル/ SAS 3.5 インチモデル 


前ページの 

(1) (2) (3) (3) 〜 (7) を (4) (5) (6) (7)-1 (7)-2 (7)-3 


( 1 ) 



SAS 2.5 インチモデル 

前ページの 



(1) ハンドル（左右に1個ずつ） 

ラックからの引き出しやラックへ収納するときに 
持つ部分。 

(2) シリアルポート B(COM B ) 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
(—99 ページ、4101ベージ)。 

管理 PC 以外のシリアルインタフェース機器は接続 
しないでください。 

(3) USB コネクタ （2 ポート） 

USB インターフェースに対応している機器と接続 
する99ページ)。 

(4) DUMP ( NMI ) スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する（—283ページ)。 

(5) POWER スイッチ 

電源を〇 N/OFF にするスイッチ（—103ページ)。 
一度押すと POWER/SLEEP ランプが点灯し、〇 N 
の状態になる。もう一度押すと電源を〇 FF にす 
る。4秒以上押し続けると強制的に電源を 0 FR こ 
する （—2 11ページ)。 

※本装置はスリープ機能をサポートしていませ 
ん〇 

(6) UID (ユニット ID ) スイッチ 

装置前面/背面にある UID ランプを〇 N /0 FF するス 
イッチ。スイッチを一度押すと、 UID ランプが点 
灯し、もう一度押すと消灯する （—107 ページ)。 
ソフトウェアからのコマンドによっても点滅す 
る。 


(7) DVD - ROM ドラィブ 

DVD - ROM などの光ディスウの読み出しを行う装 
置108ページ)。 

(7)-1 ディスクアクセスランプ 
(7)-2 強制イジェクトボタン 
(7)-3 トレーイジェクトボタン 

(8) 八ードディスクドライブベイ 

SATA モデル / SAS 3.5 インチモデルでは最大3台 
まで、 SAS 2.5 インチモデルでは最大6台まで搭 
載可能 （—117 ページ)。括弧数字のあとの数字 
はチヤネル番号を;^:す。 

標準構成では (8)-0 を除くベイにダミースポンジ 
が搭載されている。 

(9) DISK ランプ（緑色/アンバー色） 

ハードディスクドライブにあるランプ （78 ペー 
ジ)。ハードディスクドライブにアクセスしてい 
るときに緑色に点灯する。ハードディスクドライ 
ブが故障するとアンバー色に点灯し、リビルド中 
は緑色とアンバー色に交互に点滅する（ディスク 
アレイ構成時のみ)。 
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装置背面 


SATA モデル 


(1) (2) (3) (5) (6) 



(17)-1 (17)-2 
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(1) □ープ□ファイル pci ポード増設用スロッ 
卜 

オプションの PCI ボードを取り付けるスロット 
(—150ページ)。□—プ□ファイル専用ス□ッ 

卜。 pci ス□ット番号は nc 」。 


オプションの LAN ボードを搭載している場合、 
LAN ケープルのコネクタのツメが手では押しに 
くくなっているため、マイナスドライパなどを 
使用してツメを押して抜いてください。その際 
に、マイナスドライパなどが LAN ボードを破損 
しないよう十分に注意してください。 


(2) フル八イト PCI ポード増設用ス□ット 

オプションの PCI ボードを取り付けるスロット 
(—99 ページ)。フルハイトのボード用スロット。 

pci ス□ット番号は riBjo 

(3) セットスクリュー 

本装置のロジックカバーを固定するネジ。 

(4) ブランクパネル（増設電源ユニットスロッ 
卜） 

オプションの増設電源ユニットを搭載するス□ッ 
卜 （SAS 3.5 インチモデルと SAS 2.5 インチモデ 
ルの場合のみ）（->128ページ)。 

(5) 電源 ユニッ ト 

標準装備の電源ユニット。 

(6) AC インレット 

電源コードを接続するソケット （—99 ページ)。 

(7) LINK/ACT ランプ（緑色） 

LAN のアクセス状態を示すランプ （—79 ペー 
ジ)〇 

(8) 管理用ポート 

1 00BASE-TX/10BASE-T 対応の Ethernet コネク 
夕（->79ページ)。 


(9) Speed ランプ（アンバー色） 

LAN の転送速度を示すランプ （—79 ページ)。 

(10) マウス/キーポードコネクタ 

添付の中継ケーブルを使用してマウス/キーボー 
ドを接続する （—99 ページ)。 

(11) シリアルポート A (COM A) 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
“99ページ)〇 

なお、管理 PC などのコンソールの接続はシリア 
ルポート B のみ可能です （BIOS の設定が必要)。 
また、専用回線に直接接続することはできませ 
ん〇 

(12) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置と接続する （—99 ページ)。 

(13) UID (ユニッ ND) スイッチ 

装置前面/背面にある UID ランプを〇 N/0FF するス 
イッチ。スイッチを一度押すと、 UID ランプが点 
灯し、もう一度押すと消灯する （—107 ページ)。 

(14) DUMP スイッチ (NMI) 

押すとメモリダンプを実行する （—283 ページ)。 

(15) UID ランプ(青色) 

UID スイッチを押したときに点灯する（ソフト 
ウェアからのコマンドによっても点灯する (-78 
ページ)〇 

(16) USB コネクタ 

USB インタフェースに対応している機器と接続す 
る （—99 ぺージ)。 

(17) LAN コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する 
1 000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T 対応の 
Ethernet コネクタ （—99 ページ)。括弧数字の後 
の数字は「1」が LAN ポ ーM で「2」が LAN ポー 
卜2を示す。 


装置外観 



例： SATA モデル/ SAS 3.5 インチモデル 


□ジック カバー 

マザーボードを覆ラカバー。 

(2) リリースポタン 

カパーを外す際に押すポタン。 


(1) ドライブ カバー （3) 

ハードデイスクドライブ部を覆っているカバー。 
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装置内部 


図は、ファンダクトを取り外した状態のものです。 


SATA モデル 


( 1 ) 


( 2 ) 


(3) 


⑷ 


⑸ 



(1) フロントパネルポード 

(2) 八ードディスクドライブベイ 

(3) バックプレーン 

(4) マザーポード 

(5) 電源ユニット 

(6) PCI ライザーカード 

(7) トップ カバー センサ 


(8) DIMM 

(9) プロセッサ （ CPU 、 ヒートシンクの下に取 
り付けられている） 

(10) 冷却フアン 

(11) DVD - ROM ドライブ 

(12) N 8103-101ディスクアレイコント □— 
ラの LED ケーブル接続用コネクタ 
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SAS 3.5 インチモデル 


( 1 ) 


( 2 ) 


(3) 


⑷ 


⑸ 


( 11 ) 



(1) フロントパネルポード 

(2) 八ードディスクドライブベイ 

(3) バックプレーン 

(4) マザーポード 

(5) 電源ユニット 

(6) PCI ライザーカード 


(7) トップカバーセンサ 

(8) DIMM 

(9) プロセッサ （CPU、 ヒートシンクの下に取 
り付けられている） 

(10) 冷却フアン 

(11) DVD-ROM ドライブ 
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SAS 2.5 インチモデル 


(1) (2) (3) ( 4 ) ⑸ ⑹ 



(1) フロントパネルポード 

(2) 八ードディスクドライブベイ 

(3) バックプレーン 

(4) ミドルプレーン 

(5) マ ザ ーポー ド 

(6) 電源ユニット 


(7) PCI ライザーカード 

(8) トップ カバー センサ 

(9) DIMM 

(10) プロセッサ （CPU、 ヒートシンクの下に取 
り付けられている） 

(11) 冷却フアン 

(12) DVD-ROM ドライブ 
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マザーポー 



外部接続 
コネクタ 
(70 ページ 
参照） 


装置背面 


(1) 電源信号コネクタ 

(2) 電源コネクタ 

(3) 未使用コネクタ 

(4) US 巳コネクタ 

(5) 未使用ジャンパスイッチ 

出荷時の設定のままにしておいてください。 

(6) パスワードクリア用ジャンパスイッチ 
い193ページ） 

(7) SATA コネクタ2 (未使用 • SATA 八ード 
ディスクドライブモデルのみ） 

(8) RA 旧5アクティベーション用コネクタ 

未サポート。 

(9) SATA コネクタ1 (SATA ハードディスク 
ドライブモデルのみ） 

SATA モデルの内蔵用ハードディスクドライプと 
の接続用コネクタ 

(10) リチウムバッテリ 

(11) CMOS メモリクリア用ジャンパスイッチ 
い193ページ） 

(12) SAS コネクタ2 (SAS 八ードディスクドラ 
イブモデルのみ） 

SAS 2.5 インチモデルの内蔵用ハードディスクド 
ライブとの中継用コネクタ。 SAS3.5 インチモデ 
ルでは未使用。 


(13) SAS コネクタ1 (SAS ハードディスクドラ 
イブモデルのみ） 

SAS2.5 インチ/ 3.5 インチモデルの内蔵用ハード 
ディスクドライプとの中継用コネクタ 

( 1 4) RAID コンフィグレーシヨンジャンパス 
イッチ 

オンボードの RAID コントローラ機能の有効/無効 
を設定するジャンパスイッチ（—196ページ)。 

(15) PCI ライザーカード用コネクタ（□ープロ 
ファイルのボード専用） 

搭載可能なボードの仕様については 「PCI ボード 
(150 ページ)」を参照してください。 

(16) PCI ライザーカード用コネクタ（フル八イ 
卜の ポー ド用） 

搭載可能なボードの仕様については 「PCI ボード 
(150 ページ)」を参照してください。 

(17) DIMM (インターリーブタイプ用） 

ソケット（図の上のソケットから順番に DIMM 
#41、#42、#43、#11、#12、#13、#21、#22、 
#23、#31、#32、#33)。 

(18) プ□セッサ （CPU) ソケット 

(18)-1 プロセッサ# 1(CPU#1) 

(18)-2 プロセッサ# 2(CPU#2) 

(19) バックプレーンコネクタ 
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ランプ表示 


本装置のランプの表示とその意味は次のとおりです。 

POWER ランプ（爭） 

本体の電源が ON の間、緑色に点灯しています。電源が本体に供給されていないときは消灯し 
ます。 


STATUS ランプ （▲) 

ハードウエアが正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点灯します （ STATUS ラン 
プは背面にもあります）。 STATUS ランプが消灯しているときや、アンバー色に点灯/点滅し 
ているときはハードウエアになんらかの異常が起きたことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意味、対処方法を示します。 


_"〇 • ESMPRO またはオフライン保守ユーティリティをインスI-ールしてお 

Bfa くとエラー□グを参照することで故障の原因を確認することができま 

す。 

• いつたん電源を OFF にして再起動するときに、 0S からシャツトダウン 
処理ができる場合はシャツトダウン処理をして再起動してください。 
シャツトダウン処理ができない場合はリセツト、強制電源 OFF をするか 
(21 1ページ参照)、一度電源コードを抜き差しして再起動させてくださ 
し、0 


STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

緑色に点灯 

正常に動作しています。 

— 

緑色に点滅 

メモリか CPU のいずれかが縮退した 
状態で動作しています。 

BIOS セットアップユーテイリテイ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているデ 
バイスを確認後、早急に交換するこ 
とをお勧めします。 

メモリ修復可能エラーが多発してい 
ます。 

消灯 

電源が OFF になっている。 

— 

POST 中である。 

しばらくお待ちください。 POST を 
完了後、しばらくすると緑色に点灯 
します。 

CPU 内部エラーが発生した。 （ IERR ) 

いったん電源を〇 FF にして、電源を 
〇 N にし直してください。 POST の画 
面で何らかのエラーメッセージが表 
示された場合は、メッセージを記録 
して保守サービス会社に連絡してく 
ださい。 

CPU 温度の異常を検出した。 

ウォッチドッグタイマタイムアウト 
が発生した。 

CPU バスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを採取し終わるまでお待ちく 
ださい。 
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STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

アンバー色に点灯 

温度異常を検出した。 

内部のファンにホコリやチリが付着 
していないかどうか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実に 
接続されていることを確認してくだ 
さし、。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくださ 
い。 


電圧異常を検出した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 


すべての電源ユニットが故障した。 

い0 

アンバー色に点滅 

冗長構成の電源でどちらか一方の電 
源ユニットに AC 電源が供給されてい 
ないか、どちらか一方の電源ユニッ 
卜の故障を検出した。 

電源コードを接続して、電源を供給 
してください。電源ユニットが故障 
している場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 


ファンアラームを検出した。 

ファンユニットが確実に接続されて 
いるか確認してください。それでも 
表示ががわらない場合は、保守サー 
ビス会社に連絡してください。 


温度警告を検出した。 

内部ファンにホコリやチリが付着し 
ていないかどうか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実に 
接続されていることを確認してくだ 
さい。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 


電圧警告と検出した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 
い。 


DISK ACCESS ランプ （ i) 

DISK ACCESS ランプはハードディスクドライブベイに取り付けられているハードディスク 
ドライブの状態を示します。 

ハードディスクドライブにアクセスするたびにランプは緑色に点灯します。 

DISK ACCESS ランプがアンバー色に点灯している場合は、ハードディスクドライブに障害が 
起きたことを示します。故障したハードディスクドライブの状態はそれぞれのハードディスク 
ドライブにあるランプで確認できます。 



SATA ハードディスクドライブモデルでオプションのディスクアレイコント 
口ーラ ( SATA 2) を使用して内蔵のハードディスクドライブを制御する場合 
は、 LED ケーブルを接続する必要があります。 


ACT ランプ（晶） 

本装置が LAN に接続されているときに緑色に点灯し、 LAN を介してアクセスされているとき 
(パケットの送受信を行っているとき）に点滅します。アイコンの隣にある数字は背面のネッ 
トワークポートの番号を示します。 
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UID ランプ ( UID ) 

このランプは1台のラックに複数台の装置を設置しているときに、 UID スイッチを押すと、装 
置前面および背面の UID ランプが青色に点灯し、保守をしよラとしている装置を特定すること 
ができます。 UID ランプを消灯させるには UID ランプを再度、押してください。詳しくは「サー 
パの確認 （ UD スイッチ） （107 ページ)」を参照してください。 



オフライン保守ユーティリテイなどのソフトウェアからランプを点灯させる 
ことができます。 


ディスクアクセスランプ 

DVD - R 〇 M ドライブのディスクアクセスランプは、セツトされているディスクにアクセスして 
いるときに点灯します。 


八ードディスクドライブのランプ 

ハードディスクドライブベイに搭載されるハードディスクドライブにある DISK ランプは表示 
状態によって意味が異なります。 




• 緑色に点滅 

ハードディスクドライブにアクセスしていることを示します。 

• アンバー色に点灯 

ディスクアレイを構成しているときに取り付けているハードディスクドライブが故障し 
ていることを示します。 



ディスクアレイ （ RAID 1、 RAID 5、 RAID 0+1) を構成している場合は、1台のハー 
ドディスクドライブが故障しても運用を続けることができますが早急にディ 
スクを交換して、再構築（リビルド）を行うことをお勧めします（ディスクの 
交換はホットスワップで行います）。 
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• 緑色とアンバー色に交互に点滅 

ハードディスクドライブ内の再構築（リビルド）中であることを示します（故障ではあ 
りません）。ディスクアレイ構成で、故障したハードディスクドライブを交換すると自動 
的にデータのリビルドを行います（オートリビルド機能)。リビルド中はランプが緑色と 
アンバー色に交互に点灯します。 

リビルドを終了するとランプは消灯します。リビルドに失敗するとランプがアンバー色 
に点灯します。 


W"0 U ビルド中に本装置の電源を OFF にすると、リビルドは中断されます。再起動 
してからハードディスクドライブをホットスワップで取り付け直してリビル 
ドをやり直してください。ただし、オートリビルド機能を使用するときは次の 
注意事項を守ってください。 

• 電源を OFF にしないでください（いったん電源を OFF にするとオートリ 
ビルドは起動しません)。 

• 八ードディスクドライブの取り外し/取り付けの間隔は90秒以上あけて 
ください。 

• 他にリビルド中の八ードディスクドライブが存在する場合は、八ード 
ディスクドライブの交換は行わないでください。 


LAN コネクタのランプ 

背面にある3つの LAN ポート（コネクタ）にはそれぞれ2つのランプがあります。 



• LINK / ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークポートの状態を表示します。本体と八ブに電力が供給され 
ていて、かつ正常に接続されている間、緑色に点灯します ( LINK )。 ネットワークポート 
が送受信を行っているときに緑色に点滅します ( ACT )。 

LINK 状態なのにランプが点灯しない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの 
接続状態を確認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク ( LAN ) 
コントローラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービ 
ス会社に連絡してください。 
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• Speed ランプ 

このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワークインタフェースで 
動作されているかを示します。 


- 通常の運用で使用される2つの LAN ポートは、1〇〇 0 BASE - 丁と1〇〇 BASE - TX 、 
10 BASE-T をサボートしています。アンバー色に点灯しているときは、 

1〇 00 BASE-T で動作されていることを示します。緑色に点灯しているときは、 

1〇〇 BASE-TX で動作されていることを示します。消灯しているときは、 10 BASE - 
T で動作されていることを示します。 


- 管理用として使用される LAN ポートは、100 BASE-TX と 10 BASE-T をサポートし 
ています。アンバー色に点灯しているときは、 100 BASE-TX で動作されているこ 
とを示します。消灯しているときは、 10 BASE-T で動作されていることを示しま 
す。 


POST ランプ 

POST の状態を表す4つのランプがマザーボード上にあります。これらのランプは本体背面の 
スリット部分から見ることができます。電源を〇 N にした後、起動する POST がいつまで経っ 
ても終わらなかったり、ビープ音が何度も鳴ったりしている場合は、画面上のメッセージや 
ビープ音のパターンと併せてランプの表示パターンをメモしてから、保守サービス会社に連絡 
してください。 


AC POWER ランプ (SAS 3.5 インチモデル / SAS 2.5 インチモデルのみ) 

背面にある電源ユニットには、 AC P 〇 WER ランプがあります。 

AC POWER ランプ AC POWER ランプ 



AC インレツトに電源コードを接続して AC 電源を電源ユニツトが受電すると緑色に点滅しま 
す。 

本装置の電源を ON (DC 電源を本体に供給開始）するとランプが緑色に点灯します。 

本装置の電源を〇 N にしてもランプが点灯しない、またはアンバー色に点灯または点滅する 
場合は、電源ユニットの故障が考えられます。保守サービス会社に連絡して電源ユニットを交 
換してください。 


*1 2台の電源ユニット構成で、一方の電源ユニットにのみ電源コードが接続されていて、 AC 電源を受電していると、 
もラー方の (電源コードが接続されていない方の）電源ユニットのランプはアンバー色に点滅します。電源コード 
を接続すると、緑色の点滅に変わります。それでもアンバー色に点滅している場合は、保守サービス会社に連絡し 
て保守を依頼してください。 
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設置と接続 

本体の設置と接続について説明します。 



本装置は El A 規格に適合したラックに取り付けて使用します。 

ラックの設置 

ラックの設置については、ラックに添付の説明書（添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD-ROM 
の中にもオンラインドキュメントが格納されています）を参照するか、保守サービス会社にお 
問い合わせください。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に依頼することもできます。 



警告 


A A 

Q 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
るまたは重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くださ 
い。 

• 指定以外の場所で使用しない 

• アース線をガス管につながない 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


• 

1 人で搬送•設置をしない 

• 

荷重が集中してしまうような設置はしない 

G 

• 

1 人で部品の取り付けをしない • ヒンジのピンを確認する 

• 

ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 

複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 


• 

定格電源を越える配線をしない 


• 

腐食性ガスの発生する環境で使用しない 


次の条件に当てはまるよラな場所には、設置しないでください。これらの場所にラックを設置 
したり、ラックに本装置を搭載したりすると、誤動作の原因となります。 

• 装置をラックから完全に引き出せないような狭い場所。 

• ラックや搭載する装置の総重量に耐えられない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におラとつや傾斜がある場所0 

• 温度変化の激しい場所（暖房機、エアコン、冷蔵庫などの近く）。 
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• 強い振動の発生する場所0 

• 腐食性ガス（塩化ナトリウムや二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニ 
ア、オゾンなど）の発生する場所やほこり中に腐食を促進する成分（硫黄など）や導電 
性の金属などが含まれている場所、薬品類の近くや薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止加工が施されていないじゅラたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考えられる場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど）の近く（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事 
などを行ってください)。 

• 本装置の電源コードを他の接地線（特に大電力を消費する装置など）と共有しているコ 
ンセントに接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ（商用電源をリレーなどで〇 N / OFF する場合の接点スパークなど）を発生す 
る装置の近く （電源ノイズを発生する装置の近くに設置するときは電源配線の分離やノ 
イズフィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して行ってください)。 


ラック内部の温度上昇とエアフローについて 

複数台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気が不十分だったりすると、 
ラック内部の温度が各装置から発する熱によって上昇し、本装置の動作保証温 
度 （10°C 〜 35°C) を超え、誤動作をしてしまうおそれがあります。連用中に 
ラック内部の温度が保証範囲を超えないようラック内部、および室内のエアフ 
ローに ついて十分な検討と対策をしてください。 

本装置では、前面から吸気し、背面へ排気します。 
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ラックへの取り付け/ラックからの取り外し 

( N 8 100-1241/1 242/1243/1244/1245/1 246/1313/ 

1314/1327/1328/1329/1330/1331/1332の場合） 

本装置をラックに取り付けます（取り外し手順についても説明しています）。 



警告 




装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• 規格外のラックで使用しない 

• 指定以外の場所で使用しない 


A 注意 




装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 in ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で取り付け • 取り外しをしない 

• カバーを外したまま取り付けしない 

• 指を挟まない 

• ラックから引き出した状態にある装置に荷重をかけない 


取り付け部品の確認 

装置に添付のネジ （ M 5 ネジ、ネジ部の長さ 10 mm ) を6本とコアナット （8 個）を用意してく 
ださい。 

1x8 $x10 

M5 ネジ M5 コアナット 

* 2個ずつ予備が付いています。 


必要な工具 


ラックへ取り付けるために必要な工具はプラスドライバとマイナスドライバです。 
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取り付け手順 


本装置は弊社製および他社ラックに取り付けることができます。次の手順でラックへ取り付け 
ます。 


• ラック搭載前の準備 

装置運搬時の脱落防止のために、スラ 
イドレールはネジで固定されていま 
す。ラックへ取り付ける前に、コアナッ 
卜を取り外してください。 

コアナットを手で固定してからセット 
スクリューを回し、コアナットを取り 
外してください。取り外したコアナツ 
卜は大切に保管してください。 


• レールアセンブリの取り外し 

本体に取り付けられているスライド式 
の レールを 取り外します。 

レールを持ってゆっくりと装置後方へ 
スライドさせてください。しばらくす 
ると、「カチッ」とロックされます。 

本体左右の側面にあるレリーズレバー 
を押して、ロックを解除しながら本体 
から取り外します。 




レールアセンブリを取り外すと、本体 
はネジ止めされたインナーレールのみ 
が取り付け6れた状態になります。 




• レールアセンブリは、取り外したインナーレールに再度取り付けます。 
どちら側のインナーレールから取り外したものかわかるように印を付け 
るなどして区別してください。複数の本装置を設置する際もどの装置の 
どちら側のインナーレールから取り外したものがわかるように区別して 
ください。 

• レノ（一やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 
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• コアナツトの取り付け 

装置に添付のコアナツトをラックに取り付けます。 



コアナットはラックの内側から取り付 
けます。一方のツメを引っかけてから 
マイナスドライバなどを使つてもう一 
方のツメをラックのフレームに引つか 
けます。 



ラックの前後、左右に取り付けたコアナットの高さが同じであることを確認し 
f エック| てください。 
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• レールアセンブリの取り付け 

レールアセンブリには左用と右用があります。「レールアセンブリの取り外し （92 ペー 
ジ）」で取り外した時と同じ向きと方向で本体を差し込められるよう確認してください。 
また、レールの長さをラックの奥行きに合わせて調節するために下図のネジをゆるめて 
おいてください。 


前面側 


背面側 



く締めておく。） 

* ネジ穴の位置が多少異なることがあります。 


1. コアナットを取り付けた位置に 
レールのフレ _ ムを合わせる。 

コアナットとレールのフレームで 
ラックのフレームを挟むように配 
置させ、レールの長さを調節して 
ください。 





3. レールの長さを調整するネジを固定する。 

4. もう_方のレールを同様の手順で取り付ける。 


^ すでに取り付けているレールアセンブリと同じ高さに取り付けられているこ 
とを確認してください。 
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• 本体の取り付け 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 指を挟まない 



1. 左右のレールアセンブリのスライ 
ドレールをロックされるまで引き 
出す。 


2. 2人以上で本装置をしっかりと 

持ってラックへ取り付ける。 

本装置側面のインナーレールを 
ラックに取り付けたレールアセン 
プリに確実に差し込んでからゆっ 
くりと静かに押し込みます。 
途中で本装置が□ックされたら、 
側面にあるレリーズレバー（左右 
にあります）を押しながらゆっく 
りと押し込みます。 

初めての取り付けでは各機構部品 
がなじんでいないため押し込むと 
きに強い摩擦を感じることがあり 
ます。強く押し込んでください。 



wO レノ（一やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 
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3. 本装置を何度かラックから引き出したり、押し込んだりしてスライドの動作に問題 
がないことを確認する。 


^ • ラック内の他装置と隣接する位置に本装置を取り付ける際は、他装置と 

本装置の筐体が干渉していないことを確認してください。もし干渉して 
いる場合は、他装置と干渉しないよう調整してレールアセンブリを取り 
付け直してください。 

• スライドレール部分の動作を確認してください。スライドレールがラッ 
クの フレームに あたり、引き出せない場合は、スライド レールを 取り付 
け直してください。 


• 本体の固定 


1 . 本体をラックへ完全に押し込む。 

2. 前面の左右にあるセツトスク 
リューでラックに固定する。 



3. フロントべゼルを取り付ける。 

フロントべゼルの左端のタブを本 
体の フレームに 引っかけるように 
しながら取り付けます。 



以上で完了です 
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取り外し手順 

次の手順で本体をラックから取り外します。 


A 注意 


AS) 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で取り付け • 取り外しをしない 

• 指を挟まない 

• ラックから引き出した状態にある装置に荷重をかけない 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 

• 動作中に装置をラックから引き出さない 


1 . 本装置の電源が OFF になっていることを確認してから、本装置に接続している電源 
コードやインタフェースケーブルをすべて取り外す。 


2. セキュリティロックを解除してフ 
□ントべゼルを取り外す。 

3. < オプシヨンのケーブルアームを 
取り付けている場合のみ> 
ケープ)レアームを本装置から取り 
外す。 


4. 本装置の前面にあるセツトスク 
U ユ_をゆるめる。 
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5. 本体をゆっくりと静かにラックか 
ら引ぎ出す。 

「カチッ」と音がしてラッチされま 
す。 

6. 左右のレリーズレノ（一を押して 
ロックを解除しながらゆっくりと 
ラックから引き出す。 



wO 装置を引き出した状態で、引き出した装置の上部から荷重をかけないでくださ 
し、。装置が落下するおそれがあり、危険です。 


7. 本装置をしっかりと持ってラックから取り外す。 


• 複数名で装置の底面を支えながらゆっくりと引き出してください。 

• 装置を引き出した状態で、弓Iき出した装置の上部から荷重をかけないで 
ください。装置が落下するおそれがあり、危険です。 

• レノ（一やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 


ラックの機構部品も取り外す場合は、「取り付け手順」を参照して取り外してくださ 
い。 
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ラックへの取り付け/ラックからの取り外し 

( N 8 100-1301/1 302/1304/1305/1306/1308/1309/ 

1310/1312/131 3 A /1 31 4 A /1357 Y /1 358 Y /1 359 Y / 

1 360 Y の場合） 

本装置をラックに取り付けます（取り外し手順についても説明しています）。 



警告 




装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• 規格外のラックで使用しない 

• 指定以外の場所で使用しない 


A 注意 


AQ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 in ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で取り付け • 取り外しをしない 

• カバーを外したまま取り付けしない 

• 指を挟まない 

• ラックから引き出した状態にある装置に荷重をかけない 


取り付け手順 

本装置は弊社製および他社ラックに取り付けることができます。次の手順でラックへ取り付け 

On 9 〇 


• ラック搭載前の準備 


装置運搬時の脱落防止のために、工場 
出荷時にスライドレールは左右ともに 
背面側と側面がテープで固定されてい 
ます。ラックへ取り付ける前に、テー 
プをはがしてください。 













92 設置と接続 


• レールアセンブリの取り外し 

本体左右に取り付けられているスライ 
ド式のレールを取り外します。 


本体前面にあるロック解除ボタンを押 
しなが6、レールを持ってゆっくりと 
装置後方へスライドさせてください。 


しばらくすると、「カチッ」とロックさ 
れます。本体側面にあるレリーズレ 
バーを矢印の方向に引き、ロックを解 
除しながら本体から取り外します。 




出してください。 


レールアセンブリを取り外すと、本体 
はネジ止めされたインナーレールのみ 
が取り付け6れた状態になります。 



イン ナーレー ル 
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取り外したレールアセンブリは、レ 
バーを押しながら矢印方向へ動かし、 
もとに戻してください。 



• レールアセンブリは、取り外したインナーレールに再度取り付けます。 
どちら側のインナーレールから取り外したものかわかるように印を付け 
るなどして区別してください。複数の本装置を設置する際もどの装置の 
どちら側のインナーレールから取り外したものがわかるように区別して 
ください。 

• レノ《一やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 


• レールアセンブリの取り付け 


レールアセンブリの四角い突起を、19 
インチラックの角穴に入れて取り付け 
ます。この時に「カチッ」と音がして、 
ロックされたことを確認してくださ 
い。 

右図は右側（前面）を示していますが、 
右側（背面）、左側（前面/背面）も同 
様に取り付けてください。 

もラー方のレールを取り付ける時、す 
でに取り付けているレールアセンブリ 
と同じ高さに取り付けることを確認し 
てください。 





前後に多少のガタツキがありますが、製品に支障はありません。 


^ レールアセンブリが確実にロックされて脱落しないことを確認してください。 

111751 
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• 本体の取り付け 


A 注意 


AQ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 m ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 指を挟まない 


1. 左右のレールアセンブリのスライ 
ドレールをロックされるまで引き 
出す。 
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2. 2人以上で本装置をしっかりと 
持ってラックへ取り付ける。 

本装置側面のインナーレールを 
ラックに取り付けたレールアセン 
ブリに確実に差し込んでからゆっ 
くりと静かに押し込みます。 



途中で本装置がロックされた6、 
側面にあるレリーズレバー（左右 
にあります）を手前または、奥に 
押しながらゆっくりと押し込みま 
す0 


完全に装置を押し込むと装置前面 
のロックがかかり装置を固定でき 
ます。 



• レノ《一やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 

• 差し込む時、インナーレールの両側をまつすぐ挿入してください。 

• 設置時は、左右のツマミを持ってゆっくりと確認しながら取り付けてく 
ださい。 



• 初めての取り付けでは各機構部品がなじんでいないため押し込むときに 
強い摩擦を感じることがありますが、製品に支障はありません。 

• 差し込みが不完全ですと、片側のレールが押し込み時に途中で止まるこ 
とがあります。その場合一度装置をロックがかかるまで完全に手前に引 
き出してくださしヽ。左右のロックが完全にかかったのを確認してから、 
その後左右のロックを解除させて再び装置を押し込んでください。 


3. 本装置を何度かラックから引き出したり、押し込んだりしてスライドの動作に問題 
がないことを確認する。 


• ラック内の他装置と隣接する位置に本装置を取り付ける際は、他装置と 
本装置の筐体が干渉していないことを確認してください。もし干渉して 
いる場合は、他装置と干渉しないよう調整してレールアセンブリを取り 
付け直してください。 

• スライドレール部分の動作を確認してください。スライドレールがラッ 
クのフレームにあたり、引き出せない場合は、スライドレールを取り付 
け直してください。 
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• フロントべゼルの取り付け 

フロントべゼルの左端のタブを本体の 
フレームに引っかけるようにしながら 
取り付けます。 


タブ 



取り外し手順 

次の手順で本体をラックから取り外します。 


A 注意 




装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 m ページ以降の説 
明をご覧ください。 


• 1人で取り付け • 取り外しをしない 

• 指を挟まない 

• ラックから引き出した状態にある装置に荷重をかけない 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 

• 動作中に装置をラックから引き出さない 


1. 本装置の電源が OFF になっていることを確認してから、本装置に接続している電源 
コードやインタフェースケーブルをすべて取り外す。 


2. セキュリティロックを解除してフ 
□ントべゼルを取り外す。 

3. < オプシヨンのケーブルアームを 
取り付けている場合のみ> 
ケープ)レアームを本装置から取り 
外す。 



セキュリティ キース □ット 
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4. 本装置前面の左右にある□ック解 
除ポタンを押しながら本装置を 
ゆっくりと静かにラックから引き 
出す。 

「カチッ」と音がしてラッチされま 
す。 



5. 左右のレリーズレノ（一を手前また 
は奥に押して、ロックを解除しな 
がらゆっくりとラックから引き出 
す0 



装置を引き出した状態で、引き出した装置の上部から荷重をかけないでくださ 
■to し〗。装置が落下するおそれがあり、危険です。 


6. 本装置をしっかりと持ってラックから取り外す。 

• 複数名で装置の底面を支えながらゆっくりと引き出してください。 

• 装置を引き出した状態で、引き出した装置の上部から荷重をかけないで 
ください。装置が落下するおそれがあり、危険です。 

• レノ（一やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 
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7. レールアセンブリを取り外す場合 
はレノ（一を押しながらレールを矢 
印方向に引いて外してください。 
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本体に周辺装置を接続します。 

本体の前面と背面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用意されています。次 
ページの図は標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示します。周辺装置を 
接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセントにつなげます。 


無停電電源装置や自動電源制御装置への接続やタイムスケジュール運転の設 
定、サーバスイッチ ユニッ トへの接続•設定などシステム構成に関する要求が 
ございましたら、保守サービス会社の保守員（またはシステムエンジニア）に 
お知らせ < ださい。 



警告 




装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• ぬれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につながない 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


• 

指定以外のコンセントに差し込まない 

A\A\ 

• 

• 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

• 

指定以外の電源コードを使わない 


• 

プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしな 

1、 


• 

指定以外のインタフェースケーブルを使用しない 
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ハブ/スイッチング 
八プなど 

1 00BASE-TX/ 
10BASE-T 

管理 ポー ト ^ 


シリアルインタ フエー スハブ/スイッチング 
を持つ機器 


八ブなど 


1000 BASE-T/ 
1〇〇 BASE-TX/ 
10BASE-T 


A 10101 


[背面 I 


U ❿ 


1 A 2 ra 


DDDDDD 

DDOODO 


©〇〇 国 s C 3 C 3 


bl 


]□ 


〇〇 



o 



ディスプレイ装置 




I 



USB 機器* 


最後に添付の電源コー 
ドをコンセントに接続 
する# 3 。 

UPS に接続する場合は 
次ページの説明を参照。 




*1USB キーボード/マウスはサボートしていません。 

*2 添付の分岐ケープルを使用します。 

*3 電源コードは、 15A 以下のサーキットブレーカに接続してください。 
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m 


• 本体および接続する周辺機器の電源を OFF にしてから接続してくださ 
し、。 0 N の状態のまま接続すると誤動作や故障の原因となります。 

• 弊社以外（サードパーティ）の周辺機器およびインタフェースケーブル 
を接続する場合は、お買い求めの販売店でそれらの装置が本装置で使用 
できることをあらかじめ確認してください。サードパーティの装置の中 
には本装置で使用できないものがあります。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続することはできません。 

• 回線に接続する場合は、認定機関に申請済みのボードを使用してくださ 
い0 

• 電源コードやインタフェースケーブルをケーブルタイでケーブルがから 
まないよう固定してください。 

• ケーブルがラックのドアや側面のガイドレールなどに当たらないよう 
フォーミングしてください。 

• 電源コードは装置の AC インレット部分で少したるませる程度にフォー 
ミングしてください。装置を引き出したときに電源コードが抜けるのを 
防ぐためです。 

• 電源コードのプラグ部分が圧迫されないようにしてください。 


無停電電源装置 ( UPS ) への接続について 

本体の電源コードを無停電電源装置 ( ups ) に接続する場合は、 ups の背面にある出カコンセン 
卜に接続します。詳しくは ups に添付の説明書を参照してください。 


コンピュータインターフエースポート ( UPS ) 



入カコネクタ 電圧感度設定ボタン 

( NEMA 5-15 P ) 


本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS からの電源供給と連動（リンク）させ 
るために本体の BIOS 設定の変更が必要となることがあります。 

BIOS の 「 Server 」一「 AC - LINK 」 を選択すると表示されるパラメータを切り替えることで設 
定することができます （ UPS を利用した自動運転を行う場合は 、 「Power On 」 を選択してく 
ださい）。詳しくは185ページを参照してください。 



























102 基本的な操作 


基本的な操作 


基本的な操作の方法について説明します。 


フロントべゼルの取り付け • 取り外し 


本体の電源の〇 N /0 FF や DVD - ROM ドライブを取り扱うとき、ハードディスクドライブベイへ 
のハードディスクドライブの取り付け/取り外しを行うときはフロントべゼルを取り外しま 
す0 


フロントべゼルは、添付のセキュリティキーでロックを解除しないと開けるこ 
Bra とができません。 

フロントべゼルの取り付け•取り外し時に POWER スイッチを押さえないよう 
に注意してください。 


1. キース□ットに添付のセキュリティキーを差し込み、キーをフロントべゼル側に軽 
く押しながら回してロックを解除する。 



2. フロントべゼルの右端を軽く持つ 
て手前に引く。 

3. フロントべゼルを左に少しスライ 
ドさせてタブをフレームから外し 
て本体から取り外す。 


フロントべゼルを取り付けるときは、フロン 
卜べゼルの左端のタブを本体のフレームに 
引っかけるようにしながら取り付けます。取 
り付けた後はセキュリティのためにもキー 
でロックしてください。 
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電源の ON 


本体の電源は前面にある POWER スイッチを押すと〇 N の状態になります。 
次の順序で電源を ON にします。 



マザーポード上にある本装置を監視する「サーバーマネージメント論理回路」 
は、システム電圧の変化を監視し、ログをとっています。電源コードを接続し 
た後や、電源を〇 FF にした後は、電源が〇 FF の状態から POWER スイッチを押 
すまでに約30秒ほどの時間をあけてください。これは、通常の動作であり、 
サーバーマネージメント論理回路が要求するものです。 


1. ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を ON にする。 

^ 無停電電源装置 (UPS) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合 

は、電源制御装置の電源が ON になっていることを確認してください。 


2. フロントべゼルを取り外す。 

3. 本体前面にある POWER スイッチを押す。 

POWER ランプが緑色に点灯し、しばらくするとディスプレイ装置の画面には 「NEC 
ロゴ」が表示されます。 


• AC インレットに電源コードを接続した後、 POWER スイッチを押すま 
で30秒以上の時間をあけてください。 

• 「NEC」 □ゴおよび□ゴ下側に何らかの文字が表示されるまでは電源を 
OFF にしないでください。 


POWER ランプ POWER スイッチ 



「 NEC 」 □ゴを表示している間、本装置は自己診断プログラム ( POST ) を実行して 
本装置の診断をします。詳しくはこの後の 「 POST のチェック」をご覧ください。 
POST を完了すると〇 S が起動します。 


^ POST 中に異常が見つがると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。 
256ページを参照してください。 
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POST (Power On Self - Test ) は、マザーボード内に記録されている自己診断機能です。 
POST は本体の電源を〇 N にすると自動的に実行され、マザーボード、 ECC メモリモジュール、 
CPU モジュール、キーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に各種の 
BIOS セツトアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 


出荷時の設定では POST を実行している間、ディスプレイ装 
置には 「 NEC 」 ロゴが表示されます。（く Esc > キーを押すと、 
POST の実行内容が表示されます。） 





BIOS のメニューで < Esc > キーを押さなくても、はじめから P 〇 ST の診断内容を 
表示させることができます。「システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ」の 
r Advanced (176 ぺージ）」にある 「 Boot-time Diagnostic Screen 」 の設定を 
「 Enabled 」 に切り替えてください。 


POST の実行内容は常に確認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• 導入時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源〇 N から〇 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 

• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順をおって説明します。 


謂"^ • POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにし 

Bto てください。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key」 
とキー入力を要求するメッセージを表示する場合もあります。これは取 
り付けたオプションのボードの BIOS が要求しているためのものです。 
オプションのマニュアルにある説明を確認してから何かキーを押してく 
ださい。 

• オプションの PCI ボードの取り付け/取り外し/取り付けているスロット 
の変更をしてから電源を 0N にすると、 POST の実行中に取り付けた 
ポードの構成に誤りがあることを示すメッセージを表示して POST を 
いったん停止することがあります。 

この場合はく F 1 >キーを押して POST を継続させてください。ポードの構 
成についての変更/設定は、この後に説明するユーテイリテイを使って設 
定できます。 


1. 電源 0 N 後、 POST が起動し、メモリチェックを始めます。 

ディスプレイ装置の画面左上に搭載メモリのサイズなどのメッセージが表示されま 
す。本体に搭載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了するまで 
に数分かかる場合もあります。同様に再起動（リブート）した場合など、画面に表 
示をするのに約1分程の時間がかかる場合があります。 
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2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これらは搭 
載している CPU やマザーボード内のベースポードマネージメントコント□—ラな 
どを検出したことを知らせるメッセージです。 

3. しばらくすると、マザーボードにある BIOS セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。以下の表示内容 
は一例です。システムの設定状態によって表示が一部変わります。 

Press < F 2 > to enter SETUP , < F 4> Service Partition , 

< F 12> to Network 

使用する環境にあった設定に変更するときに起動してください。エラーメッセージ 
を伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を 
変更する必要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている間に <F2> キーを押します。 
設定方法やパラメータの機能については、「システム BIOS (SETUP) のセットアッ 
プ （165 ページ）」を参照してください。 SETUP を終了すると、自動的にもう一度 
はじめから POST を実行します。 

r<F4> Service Partition」 のメッセージは、 EXPRESSBUILDER を使ったセットアッ 
プの際に保守用パーティションを作成している場合に表示されます。ここで <F4> 
キーを押すと、保守用パーティションからシステムが起動します。保守用パーティ 
ションの詳細については、「保守用パーティションの設定 （221 ページ）」を参照し 
てください。 

「く F 12〉 to Network」 のメッセージは、ネットワークブート （PXE ブート）を促す 
メッセージです。 <F12> キーを押すことでネットワーク上のブートデバイスを検索 
し、起動します。 

4. く SAS ハードディスクドライブモデルのみ> 

本体標準装備のディスクアレイ機能を有効（使用する）に設定している場合 、 RAID 
の設定やアレイディスクの管理をする RAID ユーティリティの起動を促すメッセー 
ジが表示されます。 

Press <Ct r L >< M > to Run し SI Logic Software RAID 
Setup Utility - 

ここで、 <Ct「l> キーを押しながら、 <M> キーを押すとユーティリティが起動します。 
詳しくは、 「RAID コンフィグレーション （196 ページ)」を参照してください。 



• SATA 八ードディスクドライブモデルは、標準装備の状態ではこの機能 
を持っていません。 

• このユーティリティは、ハードディスクドライブ内の記憶;!犬態の管理や 
保守のためのものです。196ページ以降の説明をよく読んで操作してく 
ださい。 




106 基本的な操作 


5. オプションのディスクアレイコント□—ラや SCSI コント□—ラ、ネットワーク 
力ードを搭載している場合は、それぞれのボードが持つ BIOS セットアップユー 
ティリティの起動を促すメッセージが表示されます（そのまま何も入力せずにいる 
と数秒後に POST を自動的に続けます)。以下は SCSI コント□ーラの場合の表示例 
です。 

Press < C t r L > < A > for SCSISe Lect(TM ) Utility ! 

各ボードの ユー ティリティを起動する方法やボードが提供する機能、 ユー ティリ 
ティの操作方法については、各ボードの説明書を参照してください。 

ユーティリティを終了すると、自動的にもう一度はじめから POST を実行します。 
本体の PCI バスス□ットに複数のオプションボードを搭載しているときは、 PCI ライ 
ザーカード nB」 （フルハイト用）、 pci ライザーカード nc」 （ロープ□ファイル 
用）に搭載しているボードの順で各ボードの情報を表示します。 

6. BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 でパスワードの設定をすると、 
POST が正常に終了した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤ると本装置を起動できな 
くなります。この場合は、本装置の電源を〇 FF にしてから、約1〇秒ほど時間をあけ 
て〇 N にして本装置を起動し直してください。 

_"〇 os をインス I -ールするまではパスワードを設定しないでください。 


7. POST を終了すると 0 S を起動します。 


POST のエラーメッセージ 

POST 中にエラーを検出するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。ま 
た、エラーの内容によってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。エラーメッセージ 
とエラーを通知するビープ音のパターンの一覧や原因、その対処方法については、 「POST 中 
のエラーメッセージ （256 ページ)」を参照してください。 


保守サービス会社に連絡するときはデイスプレイの表示をメモしておいてく 
ださい。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となります。 



故障している CPU またはメモリは SETUP ユーテイリテイからでも確認できま 
す （175 ページ、177ぺージ参照）。 
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電源の OFF 


次の順序で電源を〇 FR こします。本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS に添 
付の説明書を参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションの説明書を参照してくださ 
い。 

1. 0 S のシャットダウンをする。 

2. 本体前面にある POWER スイッチを押す。 

POWER ランプが消灯します。 

3. 周辺機器の電源を OFF にする。 



Windows Server のスタンバイ機能は使用できません。 Windows のシヤツトダウ 
ンにてスタンバイを設定しないで下さい。 


サーバの確認 （LMD スイッチ) 


複数の本装置を1つのラックに搭載している場合、保守をしようとしている装置がどれである 
かを見分けるために装置の前面および背面には 「UID (ユニット ID) ランプ」がもうけられて 
います。 

UID (ユニット D) スイッチを押すと UID ランプが点灯します。もう一度押すとランプは消灯 
します。 

ラック背面からの保守は、暗く、狭い中での作業となり、正常に動作している本装置の電源や 
インタフェースケーブルを取り外したりするおそれがあります。 UID スイッチを使って保守す 
る本装置を確認してから作業をすることをお勧めします。 


UID ランプ UID スイツチ 



r _ 1: == 、調 w [卿 

to 

◎ ~ 

0： 

/V 

L J O 〇 Q B B L J Inj 


- 十 ——\- 



UID スイツチ UID ランプ 






























































































108 基本的な操作 


DVD - ROM ドライブ 


本体前面に DVD-ROM ドライブがあります。 DVD-ROM ドライブは CD-ROM (読み出し専用の 
コンパクトディスク）や DVD-R 〇 M のデータを読むための装置です。 


A 注意 




装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• DVD - ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


ディスクのセツト/取り出し 

ディスクは次の手順でセツトします。 


1. ディスクを DVD - ROM ドライブにセツトする前に本体の電源が ON ( POWER ラン 
プが緑色に点灯）になっていることを確認する。 


2. DVD - ROM ドライブ前面のトレーイジェクトポタンを押す。 


トレーが少し出てきます。 

3. トレーを軽く持って手前に引き出 
し、トレーが止まるまで引き出 
す0 



4. ディスクの文字が印刷されている 
面を上にしてトレーの上に静か 
に、確実に置く。 


◎ 
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5. 図のように片方の手でトレーを持 
ちながら、もう一方の手でトレー 
の中心にある駆動部分にディスク 
の穴がはまるように指で押して、 

ト レーに セツトする。 




ディスクのセツト後、 DVD - ROM ドライブの駆動音が大きく聞こえるときは 
Btoi ディスクをセツトし直してください。 


ディスクの取り出しは、ディスクをセツトす 
るときと同じようにトレーイジェクトボタ 
ンを押してトレーを引き出します。 

アクセスランプが点灯しているときはディ 
スクにアクセスしていることを示します。卜 
レーイジェクトボタンを押す前にアクセス 
ランプが点灯していないことを確認してく 
ださい。 

右図のように、片方の手でトレーを持ち、も 
ラー方の手でトレーの中心にある駆動部分 
を押さえながらデイスクの端を軽くつまみ 
上げるようにしてトレーから取り出します。 



ディスクを取り出したらトレーを元に戻し 
てください。 






110 基本的な操作 


取り出せなくなったときの方法 

トレーイジェクトボタンを押してもディスクが取り出せない場合は、次の手順に従ってデイス 
クを取り出します。 


1. POWER スイッチを押して本体の電源を OFF ( POWER ランプ消灯）にする。 

2. 直径約 1.2 mm 、 長さ約100 mm 
の金属製のピン（太めのゼムク 
U ップを引き伸ばして代用でき 
る）をトレーの前面にある強制イ 
ジェクト ホールに 差し込んで卜 
レーが出てくるまでゆっくりと押 
す0 


3. トレーを持って引き出す。 

4. ディスクを取り出す。 

5. トレーを押して元に戻す。 


• つま楊枝やプラスチックなど折れやすいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を行ってもディスクが取り出せない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 



強制 イジ ェクトホール 


ディスクの取り扱いについて 

セットするディスクは次の点に注意して取り扱ってください。 

• CD 規格に準拠しない「コピーガード付き CD」 などのディスクにつきましては、 CD 再生 
機器における再生の保証はいたしかねます。 

• ディスクを落とさないでください0 

• ディスクの上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• ディスクにラベルなどを貼らないでください。 

• 信号面（文字などが印刷されていない面）に手を触れないでください。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、鉛筆やボールペンで文字などを直接ディスクに書き込まないでください。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、ベ 
ンジン、シンナーなどは使わないでください。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 
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装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウムバッテリやニッカドバッテリ、ニッケル水素バッテリを取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A 注意 



A A 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

一人で持ち上げない 
中途半端に取り付けない 
カバーを外したまま取り付けない 
指を挟まない 
高温注意 
感電注意 


内蔵オフシヨンの取り付け 


本体に取り付けられるオプションの取り付け方法および注意事項について記載しています。 


m 


• オプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この 
場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響に ついてはその 
責任を負いかねますのでご了承ください。本装置に ついて 詳しく、専門 
的な知識を持った保守サービス会社の保守員に取り付け/取り外しを行 
わせるようお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは NEC が指定する部品を使用してください。 
指定以外の部品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障 • 破損 
についての修理は有料となります 

• ハードウェア構成を変更した場合も、必ず 「 EXPRESSBUILDER 」 
CD - ROM を使ったシステムをアップデートしてください （59 ページを 
参照)。 


安全に正しくオプションの取り付け/取り外しをするために次の注意事項を必ず守ってくださ 
い。 


警告 


安全上の注意 


A ③⑩ C 

A A( ®Q( 



















112 内蔵オプションの取り付け 


静電気対策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け/取り外しの際は静電 
気による製品の故障に十分注意してください。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に筐体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するよラにしてください。 

• 作業場所の確認 

- 静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

- カーぺットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行ラ場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着衣 

- ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

- 静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

- 取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外してください。 

• 部品の取り扱い 

- 取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 

- 各部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

- 部品を保管 • 運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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取り付け/取り外しの準備 


部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。 


1. os のシャットダウン処理を行う。 

ハードディスクドライブや増設電源ユニットで、ホットスワップで増設ができる場 
合は、シャットタ'ウン処理をする必要はありません。 

2. セキュリティキーでフロントべゼ)レの□ックを解除する。 



3. フロントべゼルを取り外す。 

4. POWER スイツチを押して本装置 
の電源を OFF ( POWER ランプ消 
灯）にする。 

5. 本装置に接続しているすべての 
ケーブルおよび電源コードを取り 
外す。 


以上で完了です。部品の取り付け 
取り外しにはプラスドライバが必 
要です。用意してください。 



ハードディスクドライブと電源ユニット （SAS ハードディスクドライブモデルのみ）を除く 
内蔵部品の取り付け/取り外しの作業は本装置をラックから引き出した状態で行います。 


A 注意 


AA 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 in ページ以降の説 
明をご覧ください。 


A A 

Q 


• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 古:日:卞在 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 
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• N 8100-1241/1 242/1 243/1 244/1 245/1 246/1313/1314/1327/ 

1328/1 329/1 330/1331/1332の場合 

1. 113ページを参照して準備する。 


^ 保守をしようとしている装置を確認するために UID スイッチを押すことで点灯 

Ifl ^ l する UID ランプを利用してください。 


2. 前面の左右にあるセットスク 
リューをゆるめて、八ンドルを 
持ってゆっくりとラックから引き 
出す。 

引き出している途中でロックされ 
ます。ロックされたところで引き 
出しはです0 



ラックへ収納するときは、左右のレリーズレ 
パーを押しながら再度、ラックへ押し込みま 
す0 



W "0 レノ（一やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 
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• N 8100-1301/1 302/1 304/1305/1 306/1308/1309/1310/1312/ 

1313 A /1314 A /1 357 Y /1 358 Y /1 359 Y /1 360 Y の場合 

1. 113ページを参照して準備する。 

^ 保守をしようとしている装置を確認するために UID スイッチを押すことで点灯 
する UID ランプを利用してください。 


2. 本装置前面の左右にある□ック解 
除ポタンを押しながら本装置を 
ゆっくりと静かにラックから引き 
出す。 

引き出している途中でロックされ 
ます。ロックされたところで引き 
出しは c す。 


ラックへ収納するときは、左右のレリーズレ 
バーを手前または、奥に押しながら再度、 
ラックへ押し込みます。 




レバーやレールで指を挟まないよう十分注意してくださし、。 






















116 内蔵オプションの取り付け 


取り付け/取り外し後の確認 


オプションの増設や部品の取り外しをした後は、次の点について確認してください。 

• 取り外した部品を元どおりに取り付ける 

増設や取り外しの際に取り外した部品やケーブルは元どおりに取り付けてください。取 
り付けを忘れたり、ケーブルを引き抜いたままにして組み立てると誤動作の原因となり 
ます。また、部品やケーブルは中途半端に取り付けず、確実に取り付けてください。 

• 装置内部に部品やネジを置き忘れていないか確認する 

特にネジなどの導電性の部品を置き忘れていないことを確認してください。導電性の部 
品がマザーボード上やケーブル端子部分に置かれたまま電源を〇 N にすると誤動作の原 
因となります。 

• 装置内部の冷却効果について確認する 

内部に配線したケーブルが泠却用の穴をふさいでいないことを確認してください。泠却 
効果を失ラと装置内部の温度の上昇により誤動作を引き起こします。 

• ツールを使って動作の確認をする 

増設したデバイスによっては、診断ユーティリティや BIOS セットアップユーティリティ 
などのツールを使って正しく取り付けられていることを確認しなければいけないものが 
あります。それぞれのデバイスの増設手順で詳しく説明しています。参照してください。 
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八ードディスクドライブ ( SATA / SAS ) 


本装置の前面は、約 25.4 mm (1 インチ）厚のハードディスクドライブを搭載することができ 
るハード ディ スクドライブベイがあります。 

モデルによって取り付けられるディスクインタフェースとドライブのサイズ•搭載数が以下の 
ように異なります。また、搭載するスロットによってハードディスクドライブの D (チャネル 
番号または Port 番号)が固定で決められています。 

• SATA インタフェースモデル 

シリアル ATA ( SATA ) インタフェースをサポートしています。 3.5 インチ幅の専用トレー 
に搭載されたハードディスクドライブを最大3台搭載することができます。 



NEC で指定していないハードディスクドライブを使用しないでください。サー 
ドパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、ハードディスクド 
ライブだけでなく本体が故障するおそれがあります。次に示すモデルをお買い 
求めください （2007 年5月現在)。 


一 N 8150 -207A(80GB、 7200_、 SATA2/300) 
一 N 8150 -208A(160G 巳、7200_、 SATA2/300) 
一 N 8150-209 A(250GB、 7200_、 SATA2/300) 
一 N 8150 -229(500GB、 7200 rpm、SATA2/300) 


^°〇 〇 〇 〇 〇°^) 
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□□ 
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□□〇 

□口 
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チャネル〇 


チヤネル1 


チヤネル2 


""〇 N 81 50-207 A /208 A /209 A 増設ハードディスク ( SATA 2) 搭載時につし、 

ての注意事項 

N 81 00-1 241 / I 242 Express 5800/1 20 Rg-l (SATA モデル）に 
N 81 50-207 A /208 A /209 A 増設ハードディスク ( SATA 2) を実装した場 
合、筐体表示のスロット番号と Windows 2003上の「ディスクの管理」にて 
表示される八ードディスク番号が一致しません。 

八ードディスクの管理ならびにハードディスク交換時には、必ず、 POST 画面 
から交換するハードディスク番号をご確認の上、作業を行ってください。 

※卩〇弓丁画面を表示させるには、電源 0 N 後の 「 NEC 」 の□ゴ画面にてく Esc > 
キーを押してください。 POST 画面の表示が速い場合は、く Pause 〉 キーを 
押して止めることができます。 

筐体表示スロット番号 Windows での「ディスクの管理」で表示されるディスクの番号 



HDD 1 台の時 

HDD 2 台の時 

HDD 3 台の時 

1 DO (Fixed Disk 0) 

ディスク 0 

r ィスク〇 

テ、、ィスク0 

ID 1 (Fixed Disk 1) 

― ► 

テ'、ィスク1 

r ィスク2 

ID 2 (Fixed Disk 2) 

() 内は POST での表示 

― ► 

― ► 

テ、、ィスク1 
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• SAS インタフェース 3.5 インチモデル 

SAS インタフェースをサポートしています。 3.5 インチ幅の専用トレーに搭載されたハー 
ドディスクドライブを最大3台搭載することができます。 



m 


NEC で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでください。サー 
ドパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、八ードディスクド 
ライブだけでなく本体が故障するおそれがあります。次に示すモデルをお買い 
求めください （2007 年5月現在)。 


一 N 8150 -199(36.3 GB 、 15000_、 SAS ) 

一 N 8150 -200(73.2 GB 、 15000_、 SAS ) 

一 N 8150 -201(146.5 GB 、 15000_、 SAS ) 
一 N 8150-226 (300 GB 、 1 5000 rpm 、 SAS ) 



PortO 


Port 1 


Port 2 


• SAS インタフェース 2.5 インチモデル 

SAS インタフェースをサポートしています。 2.5 インチ幅の専用トレーに搭載されたハー 
ドディスクドライブを最大6台搭載することができます。 


m 


NEC で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでください。サー 
ドパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、八ードディスクド 
ライブだけでなく本体が故障するおそれがあります。次に示すモデルをお買い 
求めください （2007 年5月現在)。 

一 N 8150 -219(36.3 GB 、 10000_、 SAS ) 

一 N 8150-220 (73.2 GB 、 10000_、 SAS ) 

一 N 81 50-228(146.5 GB , 10000 rpm 、 SAS ) 


Port 0 


Port 2 


Port 4 


ca. 




□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


補 I MIT I 誇幫 m 






Port 1 


Port 3 


Port 5 


ハードディスクドライブベイは、出荷時の構成でマザーボード上のコネクタ （ SATA または 
SAS ) に接続されています。 

これらのハードディスクをディスクアレイで使用する場合は、以下を参照してください。 

• 本体標準装備の RAID コントローラを使用する場合 

「 RAID コンフィグレーション」 （196 ページ）を参照してください。 

• オプションの RAID コント□ーラを使用する場合 

「ディスクアレイコント□ーラボード」 （159 ページ）を参照してください。 

ハードディスクドライブベイのチヤネル0 ( SATA の場合）または PortO ( SAS の場合）のス 
□ット以外には夕'ミースポンジが入っています。夕'ミースポンジは装置内部の泠却効果を高め 
るためのものです。八ードディスクドライブを搭載しない場合には夕'ミースポンジを取り付け 
てください。 
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取り付け 

次に示す手順でハードディスクドライブを取り付けます。その他のス□ットへの取り付けも同 
様の手順で行えます。 


_"〇 ディスクアレイを構成している場合は、同じパックを構成する八ードディスク 
Bto ドライブの容量などの仕様が同じものを使用してください。 


^ ハードディスクドライブベイと POWER スイッチは近接しています。ハード 
ディスクドライプの取り付け/取り外しの際に誤って RDWER スイッチを押さ 
ないように注意してください。誤って POWER スイッチを押してしまうと、 
シャツトダウン処理をされてしまいます。 



ハードディスクドライブは、フロン トべ ゼルを取り外すだけで取り付け/取り外 
しを行うことができます。 


3.5 インチ八ードディスクドライブの取り付け 

SATA インタフェースモデルと SAS インタフェース 3.5 インチモデルの手順を次に示します。 
SAS インタフェース 2.5 インチモデルの場合は、「2.5インチハードディスクドライブの取り付 
け」 （121 ページ）を参照してください。 

1. 113ページを参照して準備をする。 

2. ハードディスクドライブを取り付けるス□ットを確認する。 

ス□ットは本装置に3つあります。左のス□ットから順に取り付けてください。 

3. ダミースポンジを取り外す。 

夕'ミースポンジは一番左側のベイ 
を除くハードディスクドライブべ 
イに入っています。 



ダミースポンジは大切に保管しておいてください。 


4. ドライブキヤリアのハンドルの 
□ックを解除する。 
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• ハンドルのフックがフレームに当たるまで押し込んでください。 

• ドライブキヤリアは両手でしっかりとていねいに持ってください。 


^ ハードディスクドライプベイと POWER スイッチは近接しています。ハード 
Ifl ^ l ディスクドライプの取り付け/取り外しの際に誤って POWER スイッチを押さ 
ないように注意してください。誤って POWER スイッチを押してしまうと、 
シャツトダウン処理をされてしまいます。 


6. 八ンドルをゆっくりと閉じる 

「カチッ」と音がしてロックされます。 


八ンドルとトレーに指を挟まないように注意してください。 
さらにしつかり入っているか、再度押し込んでください。 


^ 押し込むときにハンドルのフックがフレームに引つかがつていることを確認 

Ifi ック| してください。 


7. 本装置の電源を ON にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「 Boot 」 メニュー 
で起動順位の設定をする。 

ハードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設定がク 
リアされるためです。 

8. 取り外したフロントべゼルを取り付ける。 

フロントべゼル左側のタブが本体のフレームに引つかかるようにしてから取り付け 
てセキュリティキーでロックします。 
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2.5 インチ八ードディスクドライブの取り付け 

SAS インタフェース 2.5 インチモデルの手順を次に示します。 

SATA インタフェースモデルと SAS インタフェース 3.5 インチモデルの場合は、「3.5インチ 
ハードディスクドライブの取り付け」 （119 ページ）を参照してください。 

1. 113ページを参照して準備をする。 

2. ハードディスクドライブを取り付けるス□ットを確認する。 

ス□ットは本装置に6つあります。 Port 番号の小さい順に取り付けてください 
(「 SAS インタフェース 2.5 インチモデル」 （118 ページ）を参照)。 

3. ダミースポンジを取り外す。 

夕'ミースポンジは一番左側のベイ 
を除くハードディスクドライブべ 
イに入っています。 



ダミースポンジは大切に保管しておいてください。 






122 内蔵オプションの取り付け 



6. ドライブキャリアの前面に指をそ 


ス■る。 




• ハンドルのフックがフレームに当たるまで押し込んでください。 

• ハンドルで指を挟まないよう注意してください。 


•X ハードディスクドライブベイと POWER スイッチは近接しています。ハード 
F ェック I ディスクドライプの取り付け/取り外しの際に誤って POWER スイッチを押さ 
ないように注意してください。誤って POWER スイッチを押してしまうと、 
シャットダウン処理をされてしまいます。 
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8. 八ンドルをゆっくりと閉じる 

「カチッ」と音がしてロックされま 
す0 



W "0 八ンドルとトレーに指を挟まないように注意してください。 
さらにしっかり入っているか、再度押し込んでください。 


^ 押し込むときにハンドルのフックがフレームに弓 I っがかっていることを確認 
してください。 


9. 本装置の電源を ON にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「 Boot 」 メニュー 
で起動順位の設定をする。 

ハードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設定がク 
リアされるためです。 

10. 取り外したフロントべゼルを取り付ける。 

フロントべゼル左側のタブが本体のフレームに引つかかるようにしてから取り付け 
てセキュリティキーでロックします。 
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取り外し 

次に示す手順でハードディスクドライブを取り外します。 


3.5 インチ八ードディスクドライブの取り外し 

SATA インタフェースモデルと SAS インタフェース 3.5 インチモデルの手順を次に示します。 
SAS インタフェース 2.5 インチモデルの場合は、「2.5インチハードディスクドライブの取り外 
し」 （125 ページ）を参照してください。 





ハードディスクドライプが故障したためにディスクを取り外す場合は、ハード 
ディスクドライプの DISK ランプがアンパー色に点灯しているスロットをあら 
がじめ確認してください。 



1 . 113ページを参照して準備をする。 



^ ハードディスクドライブベイと POWER スイッチは近接しています。ハード 
ディスクドライプの取り付け/取り外しの際に誤って POWER スイッチを押さ 
ないように注意してください。誤って POWER スイッチを押してしまうと、 
シャットダウン処理をされてしまいます。 
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3. 八ンドルとドライブキヤリアを 
しっかりと持って手前に引き出 
す。 

4. 八ードディスクドライブを取り外 
したまま本装置を使用する場合 
は、空いているスロットにダミー 
ト レーを 取り付ける。 



5. 本装置の電源を ON にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「 Boot 」 メニュー 
で起動順位の設定をする。 

ハードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設定がク 
リアされるためです。 

6. 取り外したフロントべゼルを取り付ける。 


2.5 インチ八ードディスクドライブの取り外し 

SAS インタフェース 2. 5インチモデルの手順を次に示します。 

SATA インタフェースモデルと SAS インタフェース 3.5 インチモデルの場合は、「3.5インチ 
ハードディスクドライブの取り外し」 （124 ページ）を参照してください。 



g エック| 


ハードディスクドライブが故障したためにディスウを取り外す場合は、ハード 
デイスクドライプの DISK ランプがアンバー色に点灯しているスロットをあら 
かじめ確認してください。 



1 • 113ページを参照して準備をする。 
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3. 八ンドルを開く。 



ハードディスクドライブベイと POWER スイッチは近接しています。ハード 
ディスクドライプの取り付け/取り外しの際に誤って POWER スイッチを押さ 
ないように注意してください。誤って POWER スイッチを押してしまうと、 
シャツトダウン処理をされてしまいます。 



^ ハンドルを持って引き出さないでください。ハンドルが破損するおそれがあり 
I チェック 1 ます0 

5. ハードディスクドライブを取り外したまま本装置を使用する場合は、空いているス 
□ツ トにダミートレーを取り付ける。 

6. 本装置の電源を ON にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「 Boot 」 メニュー 
で起動順位の設定をする。 

ハードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設定がク 
リアされるためです。 

7. 取り外したフロントべゼルを取り付ける。 
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ディスクアレイ構成でのハードディスクドライブの交換について 

ディスクアレイ構成の場合、故障したハードディスクドライブの交換後、交換した新しいディ 
スクに交換前までの情報を記録することにより、故障を起こす以前の状態に戻すことのできる 
オートリビルド機能を使用することができます。 

オートリビルド機能は、 RAIDK または RAID 5、 RADIO に設定されているディスクアレイで 
有効です。 

オートリビルドは、故障したハードディスクドライブをホットスワップ（電源〇 N の状態での 
ディスクの交換）するだけで自動的に行われます。 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 

A 

などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 

n\ 

明をご覧ください。 


• 感電注意 


オートリビルドを行っている間、ハードディスクにある DISK ランプが緑色とアンバー色に交 
互に点灯してオートリビルドを行っていることを示します。 


• オートリビルドに失敗すると、八ードディスクドライブにある DISK ラ 
ンプがアンバー色に点灯します。もう一度ディスクの取り外し/取り付 
けを行ってオートリビルドを実行してください。 

• ディスクアレイ監視ユーティリティをインス I -ールしている場合は次の 
ような表示や動作をすることがありますが、オートリビルド終了後、 
オートリビルドを行ったハードディスクドライブの DISK ランプがアン 
バー色に点灯していなければ、オートリビルドは正常に行われていま 
す。 

- オートリビルド中に 「Rebuild was canceled 」 と画面に表示さ 
れる。 

ーオートリビルドをいったん終了して再開しているような動作をす 
る0 


オートリビルドを行うときは、次の注意を守ってください。 

• ハードディスクドライブが故障してから、オートリビルドを終了するまで装置の電源を 
〇 FR こしないでください。 

• ハードディスクドライブの取り外し/取り付けは、90秒以上の間隔をあけて行ってくだ 
さい。 

• 他にリビルド中のハードディスクドライブがある場合は、ディスクの交換を行わないで 
ください（リビルド中はハードディスクドライブにある DISK ランプが緑色とアンバー色 
に交互に点灯しています）。 
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■源ユニット (SAS モデルのみ) 


SAS インタフェースのハードディスクドライブを搭載しているモデルでは、ホットスワップ 
に対応した2台の電源ユニットによる冗長構成で運用することができます（標準では1台構 
成)〇 

万一、電源ユニット （1 台）が故障してもシステムを停止することなく運用することができま 
す0 



u DDDDDD 夕 



h DDDDDD ^ 



□❹I 


D ⑬〇〇 


〇〇 


〇〇 



背面 


増設スロット 


標準スロット 


取り付け 


次の手順に従って電源ユニットを取り付けます。 


1 . 113ページを参照して準備する。 
2. ブランクカバーを取り外す。 


取り外したカバーは大切に保管しておいてください。 
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4. しっかりと押しつける。 

「カチッ」と音がしてロックされま 
す0 


5. 電源コード （2 本）を接続する。 
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標準で添付されていたものと、増設 
した電源 ユニッ トに添付されてい 
る コー ドを使います。 コー ドを接続 
すると AC POWER ランプが緑色に 
点滅します。 

コードを接続していない電源ユ 
ニットの AC POWER ランプはアン 
バー色に点灯します。 

2本の電源コードを接続すると、2 
台の電源ユニット共に AC POWER 
ランプは緑色に点滅します。 

6. 本装置の電源を ON にする。 


AC POWER ランプ 



AC POWER ランプが緑色に点灯します。 

7. STATUS ランプや POST で電源 ユニッ トに関するエラー表示がないことを確認す 
る 0 


エラー表示の詳細については256ページを参照してください。 

また 、 AC POWER ランプが消灯している場合は、もう一度電源ユニットを取り付け 
直してください。それでも同じ表示が出たときは保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 
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故障した電源ユニットの交換 

交換は電源ユニットが故障したときのみ行います。 


△注意 

A 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


• 感電注意 


正常に動作している電源ユニットを取り外さないでください。 



本装置の電源ユニットを冗長構成 （2 台で運用）にしているとき、そのうちの1 
台が故障した場合は、システム稼働中（電源〇 N の状態）に故障した電源ユニッ 
卜を交換できます（次の手順1をとばしてくださしヽ）。 


1. 背面にある電源ユニットのランプの表示 (AC POWER ランプがアンバー色に点 
灯）で故障している電源ユニットを確認する。 

2. システムを終了し、 POWER スイッチを押して電源を OFF にする。 

3. 故障している電源 ユニッ トの AC コードを抜く。 



5. 


電源ユニットを取り外す。 
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6. 電源ユニットを交換せず1台の電源ユニットで運用する場合は、「取り付け」の手 
順2で取り外したカノて一を取り付ける。 

装置内部の冷却効果を保持するためにも電源ユニットを取り付けていないス 
□ッ トにはブランクカバーを取り付けてください。 

7. 「取り付け」の手順3〜7の手順を参照して電源ユニットを取り付け、取り付け後の 
確認をする。 



2台の電源ユニットで動作していた本体の電源ユニットを電源〇 N のまま交換 
したときは、電源ユニットの AC POWER ランプが点灯します（運用を停止し 
ている間に交換したときは電源コードを接続するとランプが点滅し、電源を 
〇 N にすると点灯します）。 
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ドライブカバー 


CPU の取り付け/取り外しや内部のケーブル接続を変更するときはドライブカバーを取り外 
します。 


取り外し 


1. 113ページを参照して準備する。 

2. 本体をラックから引き出す 
(1 13ページ参照)。 

3. ドライブカバーにある □ッ クボタ 
ンを押しながら装置前面へスライ 
ドさせる。 

4. ドライブカバーを持ち上げて本体 
から取り外す。 


取り付け 



ドライブカバーを取り付けるときは、ドライ 
ブカバーのタブが本体フレームに確実に差 
し込まれるよう、まっすぐ本体の上に置いて 
ください。 


ドライブカバーを本体背面に向かってスラ 
イドさせると「カチッ」と音がしてドライブ 
カバーがロックされます。このときにロック 
ボタンの状態を確認してください。確実に 
□ ックされると□ックボタンが上に上がっ 
た状態になります。下に押された状態（くぼ 
んだ状態）の時はドライブカバーをもラー度 
本体背面に向けてスライドさせてください。 
それでも□ックされない場合は、いったんド 
ライブカバーを取り外してから、もラー度取 
リ付け直してください。 










134 内蔵オプシヨンの取リ付け 


ロジックカバー 


DIMM および CPU 、 PCI ボードの取り付け/取り外しや内部のケーブル接続を変更するときは口 
ジックカバーを取り外します。 


取り外し 


1 • 113ページを参照して準備する。 

2. 本体をラックから引き出す 
(1 13ページ参照)。 

3. 背面にあるセットスクリューをゆ 
るめ装置背面へスライドさせる。 

4. □ジックカノ（一を持ち上げて本体 
から取り外す。 



取り付け 

ロジックカバーを取り付けるときは□ジッ 
クカバーのタブが本体 フレームに 確実に差 
し込まれるよう、まっすぐ本体の上に置いて 
から、ロジックカバーを前面へスライドさせ 
てください。完全にスライドさせた後、セッ 
トスクリューで固定してください。 



ロジックカバーの取り付け時、閉まりにくい場合は、ドライブカバーも取り外 
し、ロジックカバーを先に取り付けてください。 
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DIMM 


DIMM(Dual Inline Memory Module ) は、本装置のマザーボード上の DIMM ソケットに取り付け 
ます。マザーボード上には DIMM を取り付けるソケットが12個あります。 



メモリは最大 48 GB (4 GBX 12 枚)まで増設できます（標準装備の DIMM も交換が 
必要）。出荷時には 、 DIMM #11と#21に 1 GB の DIMM を搭載しています。 


W "0 • D 旧 M は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 

Bfai に触れて身体の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。ま 

た、ボードの端子部分や部品を素手で触ったり、ポードを直接机の上に 
置いたりしないでください。静電気に関する説明は112ページで詳しく 
説明しています。 

• 指定以外の DIMM を使用しないでください。サードパーティの DIMM な 
どを取り付けると、 DIMM だけでなくマザーポードが故障するおそれが 
あります。また、これらの製品が原因となった故障や破損についての修 
理は保証期間中でも有料となります。 


DIMM の増設順序 

DIMM は Group 番号の順に増設します。 


前面側 


DIMM #41 
DIMM #43 

DIMM #12 
DIMM #21 
DIMM #23 
DIMM #32 






If II lo/,M 

^ n 

n 


マザーボード 


背面側 


DIMM #42 

DIMM #11 
DIMM#13 
DIMM #22 
DIMM #31 
DIMM #33 


Group 番号 

Group を構成するソケット番号 

Group #1 

DIMM #11 と DIMM #21 

Group #2 

DIMM #31 と DIMM #41 

Group #3 

DIMM #12 と DIMM #22 

Group #4 

DIMM #32 と DIMM #42 

Group #5 

DIMM #13 と DIMM #23 

Group #6 

DIMM #33 と DIMM #43 






インタリーブ装置であるた 
め2枚単位で増設してくださ 
し、。また同じ Group 内に異な 
る仕様の DIMM を実装する 
と正常に動作しません。 

メモリミラーリングやオン 
ライン スペア メモリなどの 
機能を使用する際の構成に 
ついては138ぺージを参照し 
てください。 
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取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


_"〇 本装置では、□—プ□ファイル （ D 旧 M ポードの高さが 30 mm (1.2 インチ) 
以下）タイプの DIMM のみをサボートしています。それ以外（それ以上高い) 
DIMM はサボートしていません。 


1 • 113ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （1 13ページ参照)。 

3. ロジックカバーを取り外す （133 ページ参照)。 

4. DIMM をソケットにまっすぐ押し 
込む。 



^ • DIMM の向きに注意してください。 DIMM の端子側には誤挿入を防止す 

g ェック I るための切り欠きがあります。 

• ソケットに押し込むときは過度の力を加えないでください。ソケットや 
端子部分を破損するおそれがあります。 


DIMM が DIMM ソケットに差し込まれるとレバーが自動的に閉じます。 

5. 取り外した部品を取り付ける。 

6. POST の画面でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については256ページを参照してください。 

7. SETUP を起動して 「 Advanced 」一「 MemoryConfiguration 」 の順でメニユ ー 
を選択し、増設した DIMM のステータス表示が 「 Normal 」 になっていることを確 
認する （177 ページ参照)。 

8. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは176ページをご覧ください。 

9. ページングファイルサイズを推奨値（搭載メモリ xl .5) 以上に設定する。 

Windows オペレーティングシステムを使用している場合は「メモリダンプ（デバッ 
グ情報）の設定」 （53 ページ）を参照してください。その他のオペレーティングシ 
ステムの場合は、オペレーティングシステムに付属の説明書を参照するか、お買い 
求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わせください。 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 





• 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPR 〇で表示されるエ 
ラーメッセージを確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認して 
ください。 

• DIMM は最低2枚1組搭載されていないと本装置は動作しません。 


1. 113ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （1 13ページ参照)。 

3. ロジックカバーを取り外す （133 ページ参照)。 

4. 取り外す DIMM のソケットの両側 
にあるレバーを左右にひろげる。 

ロックが解除され Dl MM を取り外 
せます。 

5. 取り外した部品を取り付ける。 

6. 本装置の電源を ON にして POST 
でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、256ページのエ 
ラーメッセージー覧を参照してください。 

7. SETUP を起動して 「 Advanced」-「Memory Configuration」-「Memory 
Retest 」 を 「 Yes 」 に設定し、取り外した DIMM の エラー 情報をクリアする 
(177 ページ参照)。 

8. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは176ページをご覧ください。 
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メモリ機能の利用 

本製品には、システム停止の原因となるメモリ障害（複数ビット障害）を自動的に修正する 
「 Chipkill (チップキル） ECC メモリ」機能の他に「メモリミラーリング機能」と「オンラインス 
ペアメモリ機能」を持っています。必要に応じて利用してください。 


""〇 標準のメモリ構成と「メモリミラーリング機能」、「オンラインスペアメモリ機 
苜 g 」 を同時に利用することはできません （rchipkill (チップキル） ECC メモリ」 
機能はどの状態においても機能します)。 


本製品のマザーボード内にはメモリを制御するための「メモリブランチ」が下図のように2系 
統に分かれています。 



「メモリミラーリング機能」と「オンラインスペアメモリ機能」はメモリブランチ間またはメ 
モリブランチ内でのメモリの死活監視と切り替えを行うことによって冗長性を保つ機能です。 
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メモリミラーリング機能 

メモリミラーリング機能とは、メモリブランチ間で対応する2つの Group の DIMM (ミラーセツ 
卜）に同じデータを書き込むことにより冗長性を持たせる機能です。 




オペレーティングシステムからは、物理容量の半分の容量のメモリとして認識 
されます。 


この機能を利用するための条件は次のとおりです。 

• ミラーセットを構成するメモリソケット （4 つ）にメモリを搭載してください。 

• 搭載するメモリは同じ容量のものを使用してください。 

• 「システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ」 （165 ページ）を参照して、 SETUP を起動 
したら、次のメニューのパラメータを変更し、設定を保存して SETUP を終了してくだ 
さい。 

「 Advanced 」 一 「Memory Configu 「 atioriit ^、^<= zL —」— 「Memory RAS Feature 」 
— 「 Mirror 」 

• メモリは次の順序で搭載してください。 

Group #1と Group #2 ^Group #3と Group #4 ^Group #5と Group #6 

次のよラなミラーリングは構築できません。 

• 異なるミラーセット間でのメモリミラーリング 

• 同ーメモリブランチ内でのメモリミラーリング 
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メモリミラー設定に関する注意事項 

メモリミラーを構築した状態で、メモリミラー構成とならないようなメモリ増設や、メモリミ 
ラーが崩れるようなメモリの 取 り外しを行なった場合は 、 BIOS Setup メニューのメモリミ 
ラーメニューがグレーアウト状態になり設定が変更できなくなります。このよラな状態になっ 
てしまった場合の、メモリミラー解除をするには下記手順を参照して Load Setup Defaults を 
実施してください。 

1. BIOS Setup の設定内容を控えておく。 

2. POST 中に 「 F 2」 キーを押し 、 BIOS Setup メニユーに入る。 

3. 「 Exit」 ― 「Load Setup Defaults 」 を選択。 

4. 「Load default confjgutation now ?」 と表示されるので 「 Yes 」 を選択する。 

5. 1.で控えていた内容を再設定する。 


メモリミラーリング機能を使用できる DIMM の搭載パターン例を以下に示します。 


例 

メモリ セツ ト 

メモリ セツ ト 

メモ u セツ ト 

メモリ容量合計 

Group# 1 

Group#2 

G 「 oup#3 

Group#4 

Group#5 

G 「 oup#6 

物理メモリ 

論理メモリ 

1 

標準 2GB 

増設 2GB 

— 

— 

— 

— 

4GB 

2GB 

2 

標準 2GB 

増設 2GB 

増設 1GB 

増設 1GB 

— 

— 

6GB 

3GB 

3 

標準 2GB 

増設 2GB 

増設 2GB 

増設 2GB 



8GB 

4GB 

4 

標準 2GB 

増設 2GB 

増設 1GB 

増設 1GB 

増設 1GB 

増設 1GB 

8GB 

4GB 

5 

標準 2GB 

増設 2GB 

増設 1GB 

増設 1GB 

増設 2GB 

増設 2GB 

10GB 

5GB 

6 

標準 2GB 

増設 2GB 

増設 2GB 

増設 2GB 

増設 1GB 

増設 1GB 

10GB 

5GB 

7 

標準 2GB 

増設 2GB 

増設 4GB 

増設 4GB 

— 

— 

12GB 

6GB 

8 

標準 2GB 

増設 2GB 

増設 2GB 

増設 2GB 

増設 2GB 

増設 2GB 

12GB 

6GB 

9 

標準 2GB 

増設 2GB 

増設 1GB 

増設 1GB 

増設 4GB 

増設 4GB 

14GB 

7GB 

10 

標準 2GB 

増設 2GB 

増設 4GB 

増設 4GB 

増設 1GB 

増設 1GB 

14GB 

7GB 

11 

標準 2GB 

増設 2GB 

増設 2GB 

増設 2GB 

増設 4GB 

増設 4GB 

16GB 

8GB 

12 

標準 2GB 

増設 2GB 

増設 4GB 

増設 4GB 

増設 2GB 

増設 2GB 

16GB 

8GB 

13 

標準 2GB 

増設 2GB 

増設 4GB 

増設 4GB 

増設 4GB 

増設 4GB 

20GB 

10GB 

14 

増設 4GB 

増設 4GB 

増設 4GB 

増設 4GB 

増設 4GB 

増設 4GB 

24GB 

12GB 

15 

増設 8GB 

増設 8GB 

増設 8GB 

増設 8GB 

増設 8GB 

増設 8GB 

48GB 

24GB 


Load Setup Defaults が実行されると、他の Setup 設定も Default 値に戻るので、 
再度 Setup 設定を行ってください。 
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オンラインスペアメモリ機能 

オンラインスペアメモリ機能は、メモリブランチ内の1つの Group を予備（スペア）として待 
機させることにより、運用している Group の DIMM で訂正可能なエラーが発生した場合、待機 
させている Group の DIMM に運用を自動的に切り替え処理を継続させる機能です。 




オペレーティングシステムからは、物理容量より少ない容量のメモリとして認 
識されます（搭載数と1枚あたりの容量によって変化します）。 


この機能を利用するための条件は次のとおりです。 

• メモリブランチ内の2つ以上の Group にメモリを搭載してください。メモリブランチ間 
で搭載数が異なっていても動作します。例えば、メモリブランチ#0は4枚 （2 つの 
Group ) で、メモリブランチ#1は6枚 （3 つの Group ) でも問題ありません。 

• メモリブランチ内に搭載されたメモリの容量はすべて同じものを使用してください。メ 
モリブランチ単位で同一容量のメモリを搭載していれば動作します（メモリブランチ#〇 
とメモリブランチ#1の総容量が異なっていても動作します)。 

• 「システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ」 （165 ページ）を参照して、 SETUP を起動し 
たら、次のメニューのパラメータを変更し、設定を保存して SETUP を終了してください。 
「 Advanced 」 一 「Memory Configu 「 atioriit ^、^<= zL —」— 「 Sparing 」 

• 各メモリブランチ内のメモリは次の順序で搭載してください。 

メモリブランチ#〇 ： Group #1 ^Group #3 ^Group #5 
メモリブランチ# 1 : Group #2 ^Group #4 —Group #6 

次のようなスペアリングは構築または設定することができません。 

• 異なるメモリブランチへのスペアリング 


• 任意のメモリをスペアに指定 

スペアに指定される Group は同ーメモリブランチ内で一番大きし ^ iGroup 番号です。 
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オンラインスペアメモリ機能を使用できる DIMM の搭載パターン例を以下に示します。なお、次の 
パターンはメモリブランチ#0でのものですが、メモリブランチ#1でも同じパターンとなります。 


例 

メモ U ブランチ#0 

メモリ容量合計 

Group# 1 

Group#3 

Group#5 

物理メモリ 

論理メモリ 

1 

増設 1GB 

増設 1GB 


2GB 

1GB 

2 

増設 1GB 

増設 1GB 

増設 1GB 

3GB 

2GB 

3 

標準 2GB 

増設 2GB 

— 

4GB 

3GB 

4 

標準 2GB 

増設 2GB 

増設 2GB 

6GB 

5GB 

5 

増設 4GB 

増設 4GB 

— 

8GB 

6GB 

6 

増設 4GB 

増設 4GB 

増設 4GB 

12GB 

10GB 

7 

増設 8GB 

増設 8GB 


16GB 

12GB 

8 

増設 8GB 

増設 8GB 

増設 8GB 

24 GB 

20GB 


オンラインスペアメモリはメモリコント□—ラの仕様上、メモリの Rank 単位でスペアメモリ 
を設定します。 

Single Rank メモリと Dual Rank メモリではオンラインスペアメモリを設定した場合の論理メ 
モリ容量が異なります。 

• Single Rank メモリの場合 

(物理メモリ容量 x 搭載数） 一 物理メモリ容量=論理メモリ容量 

• Dual Rank メモリの場合 

(物理メモリ容量 x 搭載数） 一 （物理メモリ容量/ 2) =論理メモリ容量 

本装置でサボートしているメモリは以下のとおりです。 

- N 81 02-254/277 増設 1 GB メモリ： Single Rank 

- N 81 02-255/256/257/278/279/280 増設 2 GB /4 GB /8 GB メモリ： Dual Rank 
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プロセッサ （ CPU ) 


標準装備のデュアルコア Intel® Xeon® プロセッサー (CPU) に力□えて、もう1つ CPU を増設し、 
マルチプロセッサシステムで運用することができます。 


• CPU は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃がしてから CPU を取り扱ってください。ま 
た、 CPU の端子部分や部品を素手で触ったり、 CPU を直接机の上に置 
いたりしないでください。静電気に関する説明は112ページで詳しく説 
明しています。 

• 取り付け後の確認ができるまではシステムへの運用は控えてください。 

• 指定以外の CPU を使用しないでください。サードパーティの CPU など 
を取り付けると、 CPU だけでなくマザーポードが故障するおそれがあ 
ります。また、これらの製品が原因となった故障や破損についての修理 
は保証期間中でも有料となります。 




オプションの CPU の中には異なるレビジョンのものが含まれている場合があ 
ります。異なるレビジョンの CPU を混在して取り付けた場合、 Windows ではイ 
ベントビューァのシステムログに以下のようなログが表示されますが、動作に 
は問題ありません。 
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取り付け 

次の手順に従って CPU を取り付けます。 

1 • 113ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （1 13ページ参照)。 

3. ドライブカノ（一と□ジックカノ（一を取り外す （ 133ページ参照)。 

4. フアンダクトを持ち上げて取り外 
す0 


^ 内部のケーブルを引っかけないように確認しながら取り外してください。 



5. 

6 . 


CPU ソケットの位置を確認する。 



保護カバーは大切に保管しておいてください。 CPU を取り外したときは必ず 
Ifaj CPU の代わりに保護カバーを取り付けてください。 


ソケットのレバ_を_度押し下げ 
てフックから解除してレバーを止 
まるまでゆっくりと開く。 
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8. プレートを持ち上げる。 



胃"〇 ソケットの接点が見えます。接点には触れないでください。 

9. 新しい CPU を取り出し、保護カバーから取り外す。 


CPU を持つときは、必ず端を持ってください。 CPU の底面（端子部）には触 
れないでください。 


10. CPU をソケットの上にていねい 
にゆっくりと置く。 

親指と人差し指で CP U の端を持っ 
てソケットに差し込んでくださ 
し、親指と人差し指がソケットの 
切り欠き部に合うようにして持つ 
と取り付けやすくなります。 






• CPU の切り欠きとソケットのキー部を合わせて差し込んでください。 

• CPU を傾けたり、滑らせたりせずにソケットにまっすぐ下ろしてくださ 
い0 
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1 1.CPU を軽くソケットに押しつけ 
てからプレートを閉じる。 


12. レバーを倒して固定する。 


13. 匕一トシンクを CPU の上に置き、 
4本のネジで固定する。 

ネジを取り付けるときは右図のよ 
ラにたすきがけの順序で4つを仮 
どめしたあとに本締めしてくださ 
い0 





ヒートシンクの位置を確認してください。 

I チェック I 

装置前面 



装置背面 
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14. 匕一トシンクがマザーポードと水平に取り付けられていることを確認する。 


謂-〇 • 斜めに傾いているときは、いったんヒートシンクを取り外してから、も 
Bfa う一度取り付け直してください。 

水平に取り付けられない原因には次のことが考えられます。 

一 CPU が正しく取り付けられていない。 

ー ヒートシンクを固定するネジが完全に締められていない。 

• 固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。 


15. US 巳ケーブルを図のように縦に 
並べてヒートシンクの側面を通る 
よう配置する。 


16. ファンダクトを取り付ける。 

ハードディスクドライブのインタ 
フェースケーブル （ SATA または 
SAS ) はファンダクトの側面にあ 
る溝に通します。 





ハードディスクドライブの 
インタフェースケープル 

ファンダクトとヒートシンクまたはファンの間に隙間がないことを確認 
してください。また、ファンダクトとマザーボードの間にケープルが挟 
まっていないことも確認してください。 

八ードディスクドライプのインタフェースケーブルが下図に示すボード 
の下を通っていることを確認してください。上を通っていると、ダクト 
は正しく取り付けられません。 
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17. ドライブカバーとロジックカバーを取り付ける。 

18. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 


ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは176ページをご覧ください。 

以上で完了です。ただし、次の条件を満たしている場合は、追加の作業が必要です。 

• Windows Server 2003を使用している 

• 1 CPU 構成の本装置に CPU を増設した 

デバイスマネージャの「コンピュータ」のドライバが 「 ACPI シングルプロセッサ PC 」 になっ 
ている場合は 「 ACPI マルチプロッサ PC 」 に変更し、メッセージに従って再起動後、システム 
のアップデート （59 ページ）を行います。 
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取り外し 

CPU を取り外すときは、「取り付け」の手順1〜5を参照して取り外しの準備をした後、手順13 
〜6の順に従って行ってください。ヒートシンクはネジを外した後、ヒートシンクを水平に少 
しずらすようにして動かしてから取り外してください（この後の「重要」を参照してください）。 


• CPU の故障以外で取り外さないでください。 

• 運用後は熱によってヒートシンクの底にあるクールシートが CPU に粘 
着している場合があります。ヒートシンクを取り外す際は、左右に軽く 
回して、ヒートシンクが CPU から離れたことを確認してから行ってく 
ださい。 CPU に粘着したままヒートシンクを取り外すと CPU やソケッ 
卜を破損するおそれがあります。 



CPU の取り外し（または交換）後に次の手順を行ってください。 


1 . SETUP を起動して 「 Main」-「Processor Settings」-「Processor 
Retest 」 の順でメニューを選択し、取り外した CPU のエラー情報をクリアする 
(175 ページ参照)。 

CPU を交換した場合は、 「 Main 」一 「Processor Settings 」 の順でメニューを選択 
し、増設した CPU の ID および二次キャッシュサイズが正常になっていることも確認 
してください （175 ページ参照)。 

2. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは176ページをご覧ください。 
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pc ■ポード 


本装置には、 PCI ボードを取り付けることのできる「ライザーカード （2 種類)」をマザーボード 
上に搭載しています。ライザーカードには PCI ボードを各1枚ずつ取り付けることができます。 
それぞれのライザーカードにある PCI ボードス□ットにネットワーク拡張用やファイルデバ 
イス機能拡張用の PCI ボードを接続します。 



• PCI ポードおよびライザーカードは大変静電気に弱い電子部品です。 
サーバの金属フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてから 
PCI ポードを取り扱ってください。また、 PCI ポードおよびライザー 
カードの端子部分や部品を素手で触ったり、 PCI ポードおよびライザー 
カードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明 
は112ページで詳しく説明しています。 

• 取り付けることができる PCI ポードの組み合わせには制限事項がありま 
す。詳細はお買い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わ 
せください。 

• Low-profile (□ープロファイル）タイプと Full-height (フルハイト） 
タイプの PCI ポードで接続できるライザーカードが異なります。ボード 
の仕様を確認してから取り付けてください。 

• SCSI コン ト □ー ラやディスクアレイ コン ト □ー ラ 、 LAN ポー ド (ネッ ト 
ワー クブ ー ト )、 Fibre Channel コン ト ロー ラで、 0 S がインスト ー ルさ 
れた ハー ドディスクドライブを接続しない場合は、その ポー ドの ROM 
展開 ( BIOS ユーティリティの起動など)を無効に設定してください。設 
定方法については「システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ」 (165 
ページ）を参照してください。 


前面側 



ライザーカードス□ット 
(フルハイト用） 


ライザーカードス□ツト 
(□—プ□ファイル専用) 


ライザーカード 
ス□ツトとの 



接続端子部 





0 




PCI ボードスロット 


illiilll—U mHh—— 


ライザーカード（フルハイト側） 


■ ライ ザーカー ドス □ッ トとの 
接続端子部 
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注意事項 

取り付けや取り外しの際には次の点について注意してください。 

• ライザーカードの端子部や電子部品のリード線には直接手を触れないよう注意してくだ 
さい。手の油や汚れが付着し、接続不良を起こしたり、リード線の破損による誤動作の 
原因となります。 

• ライザーカードによって接続できる pci ボードのタイプが異なります。ボードの仕様を 
確認してか6取り付けてください。 

• 本装置にはディスクアレイコントローラなどにあるディスクアクセスを表示させるため 
の LED コネクタを接続できるコネクタはありません。 

• pci スロット番号は、□ープロファイル専用ライザーカード側が nc 」、 フルハイト用 
ライザーカード側が nB 」 になります。 

• 本装置の起動時の pci バスス□ットのサーチ順位は次の通りです。 

1 B (フルハイトタイプ） —1 C (□ープ□タイプ） 

• 〇 S やディスクアレイ BIOS ユーティリティなどで同種の PCI デバイス（オンボードの PCI 
デバイス含む）の認識順序が上記サーチ順と異なる場合があります。次の表の PCI バス 
番号、デバイス番号、機能番号を参照して PCI デバイスのス□ット位置を確認してくだ 
さい。 


PCI デバイス 

PCI バス番号 

デバイス番号 

機能番号 

オンボード NIC 1 

C 

〇 

〇 

オンボード NIC 2 

C 

〇 

1 

スロット 1 C 

18 

〇 

X 

オンボード八ードディスクドライブ 
インタフェース 

D 

5 

〇 

スロット 1 B * 1 

D 

3 

X 


* 1 スロット 1 B の PCI バス番号は取り付けられたボードに上表と異なる場合があります。 

• 起動しない LAN デバイスのオプション R 〇 M は BIOS セットアップユーティリティで 
「 Disabled 」 に設定してください。 

• LAN デバイスを増設した場合、 LAN ポートに接続したコネクタを抜くときは、コネクタ 
のツメが手では押しにくくなっているため、マイナスドライバなどを使用してツメを押 
して抜いてください。その際に、マイナスドライバなどが LAN ポートやその他のポート 
を破損しないよう十分に注意してください。 

• 起動可能な PCI 力ード（ディスクアレイコントローラや SCSI コントローラ、 LAN ボード 
など）を増設すると、起動の優先順位が変更されることがあります。増設後に BIOS 
セットアップユーティリティの 「 Boot 」 メニューで設定し直してください。 












152 内蔵オプションの取り付け 


サボートしているポードと搭載可能スロット 

次の表のとおりです。なお、各カードの機能詳細についてはカードに添付の説明書を参照して 
ください。 


wrO • 同ーバス内に異なるカードを実装した場合は低い方の周波数で動作します。 

• 本体 pci ス□ットよりも pci カードの方が動作性能が高い場合は本体 
pci ス□ット性能で動作します。 

• 標準ネットワークについて 

標準ネットワーク(オンポード同士)で AFT / ALB の Teaming を組むこと 
ができます。ただし、標準ネットワークとオプション LAN ポードで同一 
の AFT / AL 巳の Teaming を組むことはできません。 


SATA インタフェースモデル 


型名 



PCIe 

#1C 

PCI-X 

#1B*] 

PCIe 

#1B* 2 

備考 

製品名 

PCI ス □ ット性能 * 3 

X 8 レーン 

64bit 
100 MHz 

X 8 レーン 

ス□ツ ト サイズ 

Low Profile 
( 標準） 

Full Height 
( 標準） 

Full Height 
( オプション） 

PCI ポードタイプ * 3 

x 8 ソケツト 

3.3V 

x 8 ソケット 

搭載可能なポードサイズ 

MD2 

□ ング / ショー ト 

N8 103-95 

SCSI コント□ーラ 

(力ード性能： 64bit/66MHz PCI) 

— 

〇 

— 

内蔵八 ー ドディスクドライブ 
との接続は不可 

N 8103 -75 

SCSI コント□ーラ 

(力ード性能： 64bit/133MHz PCI-X) 

— 

〇 

— 

N8 103- 104 

SAS コント□—ラ 

(力ード性能： PCI EXPRESS(x8)) 

〇 

— 

〇 

内蔵八 ー ドディスクドライブ 
との接続は不可 

SAS ディスクアレイ装置接続用 

N 8103-101 

ディスクアレイコントローラ 
(SATA2) 

(力ード性能： PCI EXPRESS (x4)) 

— 

— 

〇 

最大1枚搭載可 

N 8103 -102 増設バッテリの 
増設不可 

N8 103- 103 

ディスクアレイコント□—ラ 
(SATA2) 

(力ード性能： PCI EXPRESS (x4)) 

— 

— 

〇 

N8 103-80 

ディスクアレイコント□—ラ （ Ich) 
(力ード性能： 64bit/66MHz PCI) 

— 

〇 

— 

内蔵ハードディスクドライブ 
との接続は不可 

N 8103 -79 増設バッテリの 
増設不可 

N8 190- 120 

Fibre Channel コント□—ラ 
(2Gbps/Optical) 

(力ード性能： 64bit/133MHz PCI-X) 

— 

〇 

— 


N 8190 -127 

Fibre Channel コント□—ラ 
(4Gbps/Optical) 

(力ード性能： PCI EXPRESS (x4)) 

〇 

— 

〇 


N8190-131 

Fibre Charnel コント□—ラ (2ch) 
(4Gbps/Optical) 

(力ード性能： PCI EXPRESS (x4)) 

〇 

— 

〇 

N 8190 -120 との混在不可 

N 8104-111 

100BASE-TX 接続ボード 
(力ード性能： 32bit/33MHz PCI) 

— 

〇 

— 

最大1枚まで 

N8104-119 

1000 BASE-T 接続ボード 
(力ード性能： 64bit/133MHz PCI-X) 

— 

〇 

— 

N 8104 -114 

1000 BASE-T 接続ボード 
(力ード性能： PCI EXPRESS(xl)) 

〇 

— 

〇 

最大1枚まで 

他の増設 N 1C との Teaming 不可 

N8 104- 120 

1000 BASE-T 接続ボード (2ch) 

(力ード性能： 64bit/133MHz PCI-X) 

— 

〇 

— 

最大1枚まで 

N 8104 -121 

1000 BASE-T 接続ボード (2ch) 

(力ー ド性能： PCI EXPRESS (x4)) 

— 

— 

〇 

最大1枚まで 

その他の NIC との Teaming(AFT/ 
ALB/Bonding 相当)は不可 
10BASE-T は未サボート 

N 8104 -122 

1000 BASE-T 接続ボード (2ch) 

(力ード性能： PCI EXPRESS (x4)| 

〇 

— 

— 

N8104-112 

1000 BASE-SX 接続ボード 
(力ード性能： 64bit/133MHz PCI-X) 

— 

〇 

— 

最大1枚まで 

N 8104 -123A 

10GBASE-SR 接続ボード 
(カード性能： PCI EXPRESS(x8)> 

〇 

— 

〇 
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PCIe 

#1C 

PCI-X 

ttlB* 1 

PCIe 

#1B* 2 


型名 

製品名 

PCI ス □ ツト性能 * 3 

X8 レーン 

64bit 
100 MHz 

X 8 レーン 

備考 

ス□ツトサイズ 

Low Profile 
( 標準） 

Full Height 
( 標準） 

Full Height 
( オプション） 



PCI ポードタイプ * 3 

x8 ソケット 

3.3V 

x8 ソケット 




搭載可能なポードサイズ 

MD2 

□ ング / シヨート 


N8 105-45 

グラフィックスアクセラレータ 
(力ード性能: 32 bit /33 MHz PCI ) 

— 

O 

— 

最大1枚まで 

搭載時はリモートマネージメ 
ント拡張ライセンス使用不可 
標準のグラフィックスアクセ 
ラレータは使用不可 


〇搭載可能 一搭載不可 


* 1 標準ライザカード。オプションライザカード（N81 16-09 選択時）と排他利用。 

* 2 オプションライザカード（N811 6-09 選択時）。標準ライザカードと排他利用。 

* 3 レーン：転送性能（転送帯域）を示す。 

く例> 1レーン =2.5Gbps (片方向）、4レーン =10Gbps (片方向） 

ソケット：コネクタサイズを示す。ソケット数以下のカードが接続可能。 

く例> x4 ソケット =x1 力ード、 x4 力ードは搭載可能。 x8 力ードは搭載不可。 

※搭載可能なボードの奥行きサイズ 

FullHeight の場合：173.1 mm まで（ショートサイズ）、 312mm まで（ロングサイズ） 

LowProfile の場合：119.9 mm まで （ MD1)、 167.6 mm まで (MD2) 

※各力ードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

※製品名のカッコ内に記載されたカード性能とはカード自身が持つ最高動作性能です。 

※本体 PCI ス□ットよりも PCI 力ードの動作性能のほうが高い場合は、本体 PCI ス□ット性能で動作します。 


標準ネットワークについて 

標準ネットワーク（オンボード同士）で AFT / ALB の Teaming を組むことが可能。 

ただし、標準ネットワークとオプション LAN ボードで同一の AFT / ALB の Teaming を組むことは不可。 
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SAS インタフェースモデル 


型名 



PCIe 

#1C 

PCI-X 

ttlB* 1 

PCIe 

#1B* 2 

備考 

製品名 

PCI ス □ ット注能 * 3 

X 8 レーン 

64bit 
100 MHz 

x 8 レーン 

ス□ツトサイズ 

Low Profile 
( 標準） 

Full Height 
( 標準） 

Full Height 
( オプション） 

PCI ボードタイプ * 3 

x 8 ソケット 

3.3V 

X 8 ソケット 

搭載可能なポードサイズ 

MD2 

ロング/シヨート 

N 8103 -95 

SCSI コント□ーラ 

(力ード性能： 64bit/66MHz PCI) 

— 

〇 

— 

内蔵ハードディスクドライブ 
との接続は不可 

N 8 103-75 

SCSI コント□ーラ 

(力ード性能： 64bit/133MHz PCI-X) 

— 

〇 

— 

N 8 103- 104 

SAS コント□ーラ 

(力ード性能： PCI EXPRESS(x8)) 

〇 

— 

〇 

内蔵ハードディスクドライブ 
との接続は不可 

SAS ディスクアレイ装置接続用 

N 8 103-80 

ディスクアレイコント□—ラ （ Ich ) 
(力ード性能： 64bit/66MHz PCI) 

— 

〇 

— 

内蔵ハードディスクドライブ 
との接続は不可 

N 8103 -79 増設パッテリの 
増設不可 

N 8 103- 105 

ディスクアレイコント□—ラ(内蔵 
SAS , 4 port ) 

(力ード性能： PCI EXPRESS(x8)) 

— 

— 

〇 

N 8103 -9 1/99との混在不可 
2.5" SAS ハードディスクドラ 
イブモデルは接続不可 

N 8 103-99 

ディスクアレイコント□—ラ(内蔵 

SASXOch ) 

(力ード性能： 64bit/133MHz PCI-X) 

— 

〇 

— 

N 8103 -91 との混在不可 
本装置接続時は 66 MHz で動作 
RHEL 4 U 3 UP 力ーネルはサ 
ポート対象外 

N 8103 -91 

ディスクアレイコントローラ(内蔵 

SAS ) 

(力ード性能： PCI EXPRESS; 

— 

— 

〇 

N 8103 -99 との混在不可 

N 8190 -120 

Fibre Charnel コント□—ラ 
(2 Gbps / Optical ) 

(力ード性能： 64bit/133MHz PCI-X) 

— 

〇 

— 


N 8190 -127 

Fibre Charnel コント□—ラ 
(4 Gbps / Optical ) 

(力ード性能： PCI EXPRESS (x4)) 

〇 

— 

〇 


N 8190-131 

Fibre Channel コント ローラ (2 ch ) 
(4 Gbps / Optical ) 

(力ード性能： PCI EXPRESS (x4)) 

〇 

— 

〇 

N 8190 -120 との混在不可 

N 8104-111 

100 BASE-TX 接続ボード 
(力ード性能： 32bit/33MHz PCI) 

— 

〇 

— 

最大1枚まで 

N 8104 -119 

1000 BASE-T 接続ボード 
(力ード性能： 64bit/133MHz PCI-X) 

— 

〇 

— 

N 8104 -114 

1000 BASE-T 接続ボード 
(力ード性能： PCI EXPRESS(xD) 

〇 

— 

〇 

最大1枚まで 

他の増設 N 1 C との Teaming 不可 

N 8104 -120 

1000 BASE-T 接続ボード (2 ch ) 

(力ード性能： 64bit/133MHz PCI-X) 

— 

〇 

— 

N 8104 -121 

1000 BASE-T 接続ボード (2 ch ) 

(力ード性能： PCI EXPRESS (x4)) 

— 

— 

〇 

最大1枚まで 

その他の NIC との Teaming ( AFT / 
ALB/Bonding 相当)は不可 
10 BASE-T は未サボート 

N 8104 -122 

1000 BASE-T 接続ボード (2 ch ) 

(力ード性能： PCI EXPRESS (x4)) 

〇 

— 

— 

N 8104 -112 

1000 BASE-SX 接続ボード 
(力ード性能： 64bit/133MHz PCI-X) 

— 

〇 

— 

最大1枚まで 

N 8104 -123 A 

10 GBASE-SR 接続ボード 
(力ード性能： PCI EXPRESS(x8)) 

〇 

— 

〇 

N 8 105-45 

グラフィックスアクセラレータ 
(力ード性能： 32bit/33MHz PCI) 

— 

〇 

— 

最大1枚まで 

搭薩時はリモートマネージメ 
ント拡張ライセンス使用不可 
標準のグラフィックスアクセ 
ラレータは使用不可 


〇搭載可能 一搭載不可 


* 1 標準ライザカード。オプションライザカード（ N 81 16-09 選択時）と排他利用。 
* 2 オプションライザカード（ N 81 16-09 選択時)。標準ライザカードと排他利用。 
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* 3 レーン：転送性能（転送帯域）を示す。 

く例> 1レーン =2.5Gbps (片方向）、4レーン =10Gbps (片方向） 

ソケット：コネクタサイズを示す。ソケット数以下のカードが接続可能。 

く例> x4 ソケット =x1 力ード、 x4 力ードは搭載可能。 x8 力ードは搭載不可。 

※搭載可能なボードの奥行きサイズ 

FullHeight の場合：173.1 mm まで（ショートサイズ）、 312mm まで（ロングサイズ） 

LowProfile の場合：119.9 mm まで （ MD1)、 167.6 mm まで (MD2) 

※各力ードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

※製品名のカッコ内に記載されたカード性能とはカード自身が持つ最高動作性能です。 

※本体 PCI ス□ットよりも PCI 力ードの動作性能のぼうが高い場合は、本体 PCI ス□ット性能で動作します。 


標準ネットワークについて 

標準ネットワーク（オンボード同士）で AFT / ALB の Teaming を組むことが可能。 

ただし、標準ネットワークとオプション LAN ボードで同一の AFT / ALB の Teaming を組むことは不可。 



156 内蔵オプションの取り付け 


取り付け 

次の手順に従ってライザーカードに pci ボードを取り付けます。 


w-O フルハイト用ライザーカードにはポードを保護するための「インシユレータ 
Ita (黒色)」が取り付けられています。本書の図では、わかりやすくするためにイ 
ンシュレータを省いています。インシュレータは取り外さず、ていねいに扱つ 
てください。 


^ • それぞれのライザーカードがサポートするボードタイプ（ロープ□ファ 

II エック| イルがフルハイトタイプ）と取り付ける pci ボードのタイプを確認して 

ください。 

• PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状とライザーカー 
ドにあるコネクタの形状が合っていることを確認してください。 


1. 113ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （1 13ページ参照)。 

3. □ジックカバーを取り外す （133 ページ参照)。 



5. ライザーカードからネジ1本を外し、増設ス□ットカバーを取り外す。 



取り外した増設スロットカバーは、大切に保管しておいてください。 
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6. ライザーカードに PCI ポードを取り付ける。 


ライザーカードのス□ット部分と PCI ボードの端子部分を合わせて、確実に差し込み 
ます。 

pci ボードのソケットの端が、ライザー 



• ライザーカードや PCI ポードの端子部分には触れないでください。汚れ 
や油が付いた状態で取り付けると誤動作の原因となります。 

• うまくポードを取り付けられないときは、ポードをいったん取り外して 
から取り付け直してください。ポードに過度の力を加えると PCI ポード 
やライザーカードを破損するおそれがありますので注意してください。 


PCI ボードのブラケットの端が、ライザーカードのフレーム穴に差し込まれて 
II エック I いることを確認してください。 


7. PCI ポードを手順5で外したネジで固定する。 




w-O ライザーカードの端子部分に汚れや油などが付着しないようにするためです。 
汚れや油が付着したまま取り付けると誤作動の原因となります。 



本体のマザーポード上のコネクタと接続するケーブルが取り付けるホードに 
ある場合は、ライザーカードを本体に取り付ける前にボードへ接続しておいて 
ください。 











158 内蔵オプションの取り付け 


8. ライザーカードをマザーポードの 
ス□ットに接続する。 

ライザーカードの端子部分とマ 
ザーボード上のス□ット部分を合 
わせて、確実に差し込みます。 



差し込む際にライザーカードのフレーム部にある、筐体と固定するためのツ 
メが筐体背面の穴に正しく勘合していることを確認してください。差し込ん 
だ後、ライザーカードの端子部分が完全に見えなくなるまで指で押して確実 
に接続させます。 

ライザーカードでマザーボード上の部品を破損しないよう注意してください。 


9. 取り外した部品を取り付ける。 

10. 本装置の電源を 0 N にして POST の画面でポードに関するエラーメッセージが表示 
されていないことを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については256ページを参照してください。 

11. BIOS セットアップユーテイリテイを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset 
Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 


ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは176ページをご覧ください。 

12. 取り付けたボードに搭載されている BIOS コンフィグレーションユーティリティを 
起動してボードのセットアップをする。 

ユーティリティの有無や起動方法、操作方法はボードによって異なります。詳しく 
はボードに添付の説明書を参照してください。また、起動可能なデバイスが接続さ 
れた PCI ボード（ディスクアレイコント□—ラや SCSI コント□—ラ、 LAN ボードな 
ど）を増設した場合、ブート優先順位がデフォルトに変更されます。 BIOS セット 
アップユーティリティの 「 Boot 」 メニューで起動優先順位を設定し直してください 
(190 ページ参照)。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。また、取り外し後に BIOS セッ 
トアップユーティリティの 「 Boot 」 メニューで起動優先順位を設定し直してください （19 〇 
ページ参照)。 
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ディスクアレイコン トローラポー 


「ディスクアレイコント□ーラボード」は、データの信頼性を向上させるために用意された才 
プションの pci ボードです。（本体のマザーボードにも同様の機能があります。詳しくはこの 
ページの「ヒント」を参照してください。） 

このボードを取り付けると、本装置内蔵のハードディスクドライブやオプションのディスク増 
設ユニットに搭載したハードディスクドライブを「ディスクアレイ構成」で使用することがで 
きます。 


詞-〇 • ディスクアレイコント□ーラポードは大変静電気に弱い電子部品です。 

サーバの金属フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてから 
ディスクアレイコント□ーラポードを取り扱ってください。また、ディ 
スクアレイコント□ーラボードの端子部分や部品を素手で触ったり、 
ディスクアレイコント□ーラボードを直接机の上に置いたりしないでく 
ださい。静電気に関する説明は112ページで詳しく説明しています。 

• ディスクアレイ構成に変更する場合や、 RA 旧を変更する場合は、八一 
ドディスクドライブを初期化します。ディスクアレイとして使用する 
八ードディスクドライブに大切なデータがある場合は、バックアップを 
別の八ードディスクドライブにとってからポードの取り付けやディスク 
アレイの構築を行ってください。 

• ディスクアレイを構築するには2台以上の八ードディスクドライブが必 
要です。 

• ディスクアレイとして使用するハードディスクドライブはパックごとに 
同じ容量•性能（ディスク回転数など）を持ったものにしてください。 


ディスクアレイコントローラボードを取り付ける場合は 、 BIOS SETUP ユー 
I ?エック I テイリテイの 「 Advanced 」 メニューの 「PCI Configuration 」一 「PCI Slotxx 
ROM ( xx は PCI スロット番号)」のパラメータが 「 Enabled 」 になっていること 
を確認してください。 



• 本体の マ ザ ー ポ ー ド内にも丁、 ィ スクアレイ コントロー フ コントロー フ 
(LSI Embedded MegaRAID lM ) が組み込まれているため、オプション 
のディスクアレイコン トロー ラがなくてもディスクアレイを構築するこ 
とができます。本体標準装備のディスクアレイ コントロー ラは、 RAID 0 
か RAID 1 のいずれかのディスクアレイを構築することができます。 

RAID 5 のディスクアレイを構築したい場合や詳細な設定、高度な管理機 
能を利用したい場合は、オプションのディスクアレイコントローラをお 
使いすることをお勧めします。 

• RAID 1 または RAID 5 のディスクアレイ構成にすると、ディスクの信頼性 
が向上するかわりにディスクアレイを構成するハードディスクドライブ 
の総容量に比べ、実際に使用できる容量が小さくなります。 












160 内蔵オプションの取り付け 


取り付け 

ディスクアレイコント□ーラの取り付けは 「 pci ボード」を参照してください。 


• Low Profile (ロープ□ファイル）タイプと Full-height (フルハイト） 
タイプの PCI ポードで接続できるライザーカードが異なります。ポード 
の仕様を確認してから取り付けてください。 

• 本装置にはディスクアレイコント□ーラなどにあるディスクアクセスを 
表示させるための LED コネクタを接続できるコネクタはありません。 

• フルハイトタイプのライザーカードにディスクアレイコント□ーラを接 
続し、内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイに変える場合 
は、ライザーカードをマザーポードに接続する前にケーブルを接続しま 
す。 

• ディスクアレイコント□ーラを接続する場合、 BIOS の SETUP ユー 
ティリティの Boot メニューにおける優先順位を8番目以内に設定してく 
ださい。設定が9番目以降となっている場合、ディスクアレイコント 
□ーラのコンフィグレーションメニューを起動することができません。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。 
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内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイ構成にする場合 

本体前面にあるハードディスクドライブベイに搭載したハードディスクドライブをディスク 
アレイ構成で利用したい場合の方法について説明します。 

ディスクアレイ構成の構築には、オプションのディスクアレイコントローラを利用した方法の 
他に本体標準装備のマザ ー ボード上のディスクアレイコント□ーラの機能を利用する方法が 
あります。 


マザーポード上のディスクアレイコント□ーラを利用した場合 

SATA モデルの場合は BIOS SETUP ユーティリティで内蔵ハードディスクドライブをディス 
クアレイドライブとして認識させます。 

「Advanced」 メニューの — 「Peripheral CormguratiorU ^ rSATA Controller Mode Option」 
を 「Enhanced」 に設定し、 「Advanced」 メニューの— 「Peripheral Configuration」—「SATA 
RAID Enable」 を 「Enabled」 に設定してください。 

詳しくは「システム BIOS (SETUP) のセットアップ」 （165 ページ）を参照してください。 

SAS モデルの場合はマザーボード上にある RAID コンフィグレーションジャンパの設定を変更 
すると、内蔵ハードディスクドライブをディスクアレイドライブとして認識させることができ 
ます。ジャンパの一と設定は下図のとおりです。 


前面側 



設定を変更したら、 RAID コンフィグレーションユーティリティを使ってディスクアレイを構 
築します。詳しくは、 「RAID コンフィグレーション」 （196 ページ）を参照してください。 



添付の EXPRESSBUILDER が提供する「シー厶レスセットアップ」を使うと自 
動でディスクアレイを構築します。また、インストールするオペレーティング 
システムが Windows オペレーティングシステムの場合は、オペレーティングシ 
ステ厶のインストールまで切れ目なく自動で行うことができます。 






















































































162 内蔵オプションの取り付け 


オプションのディスクアレイコント□ーラを利用した場合 

ディスクアレイコント□ーラボードを取り付けた本装置で、内蔵のハードディスクドライブを 
ディスクアレイ構成にする場合は、マザーボード上のハードディスクドライブインタフェース 
ケーブルの接続先を変更します。 

出荷時の内蔵ハードディスクドライブのインタフェースは、マザーボード上の SATA コネクタ 
または SAS コネクタに接続されています。 


く SAS 八ードディスクドライブモデルの場合〉 

• ディスクアレイコント□ーラなどにあるディスクアクセスを表示させる 
ための LED コネクタを接続できるコネクタはありません。 

<全モデル共通〉 

• マザーポード上には SATA コネクタまたは SAS コネクタのいずれか一 
方があります。 


標準構成時 


前面側 


SATA コネクタ2 (SATA チヤネル2のハードデイスクドライブを制御) 



マザーボード 
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く SATA モデル〉 

N 8103-101ディスクアレイコント□—ラ （ SATA 2) を使用した場合 



く SAS モデル〉 

N 81 03-9 1ディスクアレイコント□ーラ(内蔵 SAS HDD 用)を使用した場合 




• 作業しやすくするために内部接続用のケーブルは、ライザーカードをマ 
ザーポードに接続する前にディスクアレイコント□ーラに接続します。 

• SAS ケーブルは下図のように接続してください。 

「 P 2 J 、「 P 3」 と表示された SAS ケーブルのコネクタを間違えると八ード 
ディスクドライブの SAS Port 番号が正しく表示できません。 



本装置のバックプレーンへ 





























































































164 内蔵オプシヨンの取り付け 


ディスクアレイ構築時の注意事項 

ディスクアレイを構築するときは、次の点について注意してください。 

- 同じ容量、同じ回転速度の SCSI タイプのハードディスクドライブを2台以上搭載し 
てし、ること (RAID (Redundant Arrays of lnexpensive[lndependent] Disks ) の 
構成によってディスクの最 v 必要台数は異なります)。 

- ディスクアレイ構成の RAID レベルの 「RAIDCLI、「RADI」、「RAID5」 のうちのい 
ずれかの RAID レベルを選択 • 設定すること。 

内蔵のハードディスクドライブにシステムをインストールする場合は、「シームレスセッ 
トアップ」を使用して、 RAID の構成から〇 S のインストール、セットアップまでをするこ 
とをお勧めします。 

システムをインストールしない場合も、シームレスセットアップの「オペレーティング 
システムの選択」で[その他]を選択すると、ディスクアレイの構成から保守用パーティ 
シヨンの設定と保守ユーティリティのインスI-ールまでを自動でインストーラがセット 
アップします。 

マニュアルでセットアップする場合は、ボード上のチップに搭載されている RAID コン 
フィグレーシヨンユーティリティを使用します。ユーティリティは本装置の電源を〇 N に 
した直後に起動する POST の途中で起動することができます。データ転送速度や RAID、 
アレイ構成についての詳細な説明は、ディスクアレイコント□ーラボードに添付の説明 
書を参照してください。 


ディスク増設ユニットをディスクアレイ構成にする場合 

ディスク増設ユニットは、ハードディスクドライブを最大14台取り付けることのできる専用 
のデバイスです（モデルによって搭載台数が異なる）。ディスクアレイコント□ーラボードを 
取り付けた本装置はこれらのデバイスを1台または2台接続できます。接続台数などの詳しい 
説明については、ディスクアレイコントローラおよびディスク増設ユニットに添付の説明書を 
参照してください。 


""〇 ディスク増設ユニットには、ハードディスクドライブが添付されていません。 
別途購入してください。 


ディスク増設ユニットと接続するためには、オプションケーブルが必要となる場合がありま 
す。詳しくは、ディスク増設ユニットに添付の説明書を参照してください。 

ディスク増設ユニットを接続後、ボード上のチップに搭載されている RAID コンフィグレー 
ションユーティリティを使って、ディスク増設ユニットをディスクアレイ構成 （RAID0 または 
RADI、RAID5) に設定してください（ユーティリティはボードによって異なります)。設定 
の詳細とその方法については、ボードに添付の説明書を参照してください。 

ディスク増設ユニットをディスクアレイ構成に設定すると、ディスク増設ユニットに取り付け 
たハードディスクドライブのうちのどれかが故障しても、ディスクアレイコント□ーラボード 
が持つ「オートリビルド」機能によってハードディスクドライブを復旧することができます 
(電源が ON のまま故障したディスクを交換（ホットスワップ）してください）。 
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システム BK3S (SETUP) のセットアップ 

Basic Input Output System (BIOS) の設定方法について説明します。 

本装置を導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく 
理解して、正しく設定してください。 

SETUP はハードウエアの基本設定をするためのユーティリティツールです。このユーティリ 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがなくても実行できます。 

SETUP で設定される内容は、出荷時に最も標準で最適な状態に設定していますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するよラな場合など必 
要に応じて使用してください。 



• SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）が行ってく 
ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定することができます。パスワードには、 
「Supervisor」 と 「User」 の2つのレベルがあります。 「Supervisor」 
レベルのパスワードで SETUP を起動した場合、すべての項目の変更が 
できます。 「Supervisor」 のパスワードが設定されている場合、 
ruserj レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目が限られ 
ます。 

• 0S (オペレーティングシステム）をインス!-ールする前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP は、最新のバージヨンがインス!-ールされています。このため 
設定画面が本書で説明している内容と異なる場合があります。設定項目 
については、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い 
合わせてください。 

• SETUP は Exit メニューまたはく Esc〉、 く F1 0>キーで必ず終了してく 
ださい。 SETUP を起動した状態でパワーオフ、リセットを行った場合 
には SETUP の設定が正しく更新されないことがあります。 
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本体の電源を〇 N にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self-Test ) の実行内 
容が表示されます。 「NEC」 □ゴが表示された場合は、 <Esc> キーを押してください。 

しばらくすると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F2> to enter SETUP 


ここでく F2> キーを押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 


以前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 


Enter password [ 


パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を OFF にしてください。 



パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 
「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設定の状態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます。 「 User 」 では、確認できる設定や、変更でき 
る設定に制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作します（キーの機能については、画面下にも 
表示されています）。 


サブメニューが, 
あることを示す 


設定項目 


現在表示しているメニューを示す 


PhoenixBIOS Setup Uti 
Server 



► System Management 

► Console Redirection 

► Event Log Configuration 

Assert NMI on PERR: 
Assert NMI on SERR: 

FRB-2 Policy: 

_ Boot Monitoring: 

Boot Monitoring Policy: 
Thermal Sensor: 

BMC IRQ: 

Post Error Pause: 

AC-LINK: 

Power ON Delay Time: 
Platform Event Filtering: 


[Enabled] 

[Retry 3 Times] 
[Disabled] 
[Retry 3times] 
[Enabled] 

[IRQ 11] 
[Enabled] 

[Last State] 

n o: 

[Enabled] 


Item Specific Help 


Additional setup menus to 
view server management 
features- 


オンライン 

ヘルプ 

ウインドウ 


FI Help 
Esc Exit 


Select Item 
Select Menu 


\ Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


キーの 機能説明 


パラメータ（選択すると文字が反転する*) 


* 自動的にコンフィグレーションされたものや検出されたもの、情 
報の表示のみやパスワードの設定により変更が許可されていない 
項目はグレーアウトされた表示になります。 


□力ーソルキー （ t 、 I ) 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 


□ 力ーソルキー（―、 —） 

Main や Advanced 、 Security 、 Server , Boot、Exit などのメニューを選択します 0 

□ <— >キー/<十>キー 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

□ <Ente「> キー 

選択したパラメータの決定を行うときに押します。 


n <Esc> キー 

ひとつ前の画面に戻ります。また値を保存せずに SETUP を終了します。 

□ <1=9> キー 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（出荷時 
のパラメータと異なる場合があります)。 

□ <F10>+- 

SETUP の設定内容を保存し、 SETUP を終了します。 











168 システム BIOS ( SETUP ) のセツトアップ 


設定例 


次にソフトウェアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設定例 
をホします。 


日付 • 時刻関連 


rMain」 一 fSystem lime」、 厂 System Date」 



「 ESMPRO / ServerManager 」 を使ってネットワーク経由で本体の電源を制御する 

「Advanced」—fAdvanced Chipset Control」^ fWake On LAN/PME」—「Enabled」 


UPS 関連 


UPS と電源連動（リンク）させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「Server」—「AC-LINK」—「Power OnJ 

- P 〇 WER スイッチを使って 〇 FF にしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を 
〇 FF のままにする 

「Server」—「AC-LINK」—「Last State」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「Server」—「AC-LINK」—「Stay Off」 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「Boot」— 起動順序を設定する 

POST の実行内容を表示する 

「Advanced」 一 「Boot-time Diagnostic Screen」 一 「Enabled」 

「NEC」 ロゴの表示中に <Esc> キーを押しても表示させることができます。 


リモートウェイクアツプ機能を利用する 

モデムか b : 「Advanced」—[Advanced Chipset ControlJ 

一 rWake on Ping」—「Enabled」 

LAN 力、ら： I7\dva 门 ced」 一 [Advanced Chipset ControlJ 

— fWake on LAIWPME」—「Enabled」 


PCI デバイスから： 「Advanced」—「Advanced Chipset ControlJ 

一 「Wake on LAN/PME」—「Enabled」 

RTC のアラームから： 「Advanced」—「Advanced Chipset ControlJ 

一 fWake on RTC Alarm」—「Enabled」 


HW コンソール端末から制御する 

「Server」—「Console Redirection」 —それぞれの設定をする 
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メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「Advanced」—「Memory Configuration」—「DIMM Group #n Status」— 表示を確 
認する (n: 1〜 6) 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のよラ 
に対応しています。 



DIMM #42 

DIMM #11 
DIMM#13 
DIMM #22 
DIMM #31 
DIMM #33 


Group 番号 

Group を構成するソケット番号 

Group #1 

DIMM #11と DIMM #21 

Group #2 

DIMM #31と DIMM #41 

Group #3 

DIMM #12と DIMM #22 

Group #4 

DIMM #32 と DIMM #42 

Group #5 

DIMM #13 と DIMM #23 

Group #6 

DIMM #33 と DIMM #43 


メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「Advanced」—「Memory Configuration」—「Memory Retest」—「Yes」 —再起動 
するとクリアされる 


CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

「Main」—「Processor Settings」— 表示を確認する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は上図のように対応 
しています。 

CPU のエラー情報をクリアする 

「Main」—「Processor Settings」 一 「Processor Retest」—「Yes」 1 —再起動すると 
クリアされる 
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キーポー ド関連 


Numlock を設定する 

「Advanced」— fNumLockJ ^ fOnJ (有効）/ fOffJ (無効：初期値) 


ィベント□グ関連 


イベント□グをクリアする 

「Server」 ^ 「Event Log Cormguration」 ^ fClear All Event Logs」^「Enter」 一 「Yes」 


セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

「Security」—「Set Supervisor Password」 —パスワードを入力する 

管理者パスワード （Supervisor）、 ユーザーパスワード (User) の順に設定します 


外付けデバイス関連 


I / O ポートに対する設定をする 

「Advanced」—「Peripheral Configuration」— それぞれの l /〇ポートに対して設定をする 


内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

「Advanced」—「PCI Configuration」 —それぞれのデバイスに対して設定をする 

ディスクアレイコント□ーラポードを取り付ける 

「Advanced」—「PCI Configuration」—「PCI Slot n Option ROM」—「Enabled」 
n: PCI スロットの番号 

八ードウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後） 

「Advanced」—「Reset Configuration Data」—「Yes」 —再起動するとクリアされる 

本体標準装備の RAID 機能を有効にする （ SATA ハードディスクドライブモデルのみ） 

「Advanced」 一 「Peripheral Configuration」 一 rSATA Controller Mode Option」 
rEnhanced」 

「Advanced」—「Peripheral Configuration」—「SATA RAD Enable」—「Enabled」 
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設定内容のセーブ関連 


W"0 SATA 八ードディスクドライブモデルで本体標準装備の RAID 機能を使用して 
いる場合は必ず、 「 Advanced 」 メニューの 「Peripheral Configuration 」 
rSATA Controller Mode Option 」 を 「 Enhanced 」 に設定し 、 rAdvancedJ 
メニューの 「Peripheral Configuration」「SATA RAID Enable 」 を 
「 Enabled 」 に設定してください。初期値 （「 Disabled 」） のまま起動すると 
八ードディスクドライブのデータが壊れる場合があります。 

BIOS の設定内容を保存する 

『Exit! —「Exit Saving Changes」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「Exit」 一 rExit Discarding Changes」 またI忒 「Discard Changes」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻す（出荷時の設定とは異なる場合があります） 

「Exit」 一 「Load Setup Defaults」 

現在の設定内容を保存する 

「Exit」 一 「Save Changes」 

現在の設定内容をカスタムデフオルト値として保存する 

「Exit」 一 「Save Custom Defaults」 

カスタムデフオルト値を□ー ドする 

「Exit」 一 「Load Custom Defaults」 
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バラメータと説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニュー （—173 ページ） 

• Advanced メニュー（-^176ページ） 

• Security メニュー （—1 83ページ） 

• Server メニュー（—^185ぺージ） 

• Boot メニュー （—190 ページ） 

• Exit メニュー （—191 ページ） 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定ができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、出荷時の設定を説明 
します。 
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Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Main ■ 


System Time: 

[[0:18:58] 

Item Specific Help 


System Date: 

[04/04/2006] 

<Tab>, <Shift-Tab>, or 

Hard Disk Pre-Delay: 

[Disabled] 

<Enter> selects field. 

► Primary IDE Master 

[CD-ROM] 


► Primary IDE Slave 

[None] 


► Secondary IDE Master 

[None] 


► Secondary IDE Slave 

[None] 


► Processor Settings 



Languages 

: English (US )： 



FI Help f l Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ゎ 4 Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中に初めて IDE デバイスへアクセスす 
る時に設定された時間だけ待ち合わせを行 
います。 

Primary IDE Master 

Primary IDE Slave 

Secondary IDE Master 
Secondary IDE Slave 


それぞれのチャネルに接続されているデバ 
イスの情報をサブメニューで表示します。 

一部設定を変更できる項目がありますが、 

出荷時の設定のままにしておいてください。 

Processor Settings 


プロセッサ (CPU) に関する情報や設定をする 
画面を表示します（175ページ参照)。 

Language 

[English (US)] 

Frangais 

Deutsch 

Espanol 

Italian o 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]： 出荷時の設定 
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W-O BIOS のパラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認 • 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証する環境条件（温度：1 0° C 〜 35 °C • 湿度： 20%〜 
80%)から外れた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精 
度を要求するようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ （ NTP サーバ） 
などを利用して運用することをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。 
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Processor Settings サブ’メニュー 

Main メニューで 「Processor Settings」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Main ■ 



Processor Settings 


Item Specific Help 

Processor 

Retest: 


Select 'Yes' , BIOS will 

clear historical 

Processor 

Speed: 

3000 MHz 

processor status and 
retest all processors 

Processor 

1 CPUID: 

06F5 

on next boot. 

Processor 

1 L2 Cache: 

1024 KB 


Processor 

2 CPUID: 

0F34 


Processor 

2 L2 Cache: 

1024 KB 


Execute Disable Bit: 

[DisabLed] 


InteL(R) Virtualization Tech: 

[DisabLed] 



FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Retest 

[No] 

Yes 

プロセッサの エラー 情報をクリアし、次回 
起動時にすべてのプロセッサに対してテス 
卜を行います。このオプションは次回起動 
後に自動的に「 N0 」に切り替わります。 

Processor Speed 


搭載しているプロセッサのクロック速度を 
表爪し汞す〇 

Processor 1 CPU ID 

数値 (Oxxx) 

Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプ □ セッサ 1 の ID を示します。 
「 Disabled 」 はプ □ セッサの故障 、 「Not 
Installed 」 は取り付けられていないことを示 
します（表示のみ)。 

Processor 1 L2 Cache 


プロセッサ 1 の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Processor 2 CPU ID 

数値 (Oxxx) 

Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプ □ セッサ 2 の ID を示します。 
「 Disabled 」 はプ □ セッサの故障 、 「Not 
Installed 」 は取り付けられていないことを示 
します（表示のみ)。 

Processor 2 L2 Cache 


プロセッサ 2 の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Execute Disable Bit 

[Disabled] 

Enabled 

Execute Disable Bit 機能を サボー トしている 
CPU のみ表示されます。この機能を使用す 
るかどうがを設定します。 

Intel(R) Virtualization Tech 

[Disabled] 

Enabled 

インテルプロセッサーが提供する「仮想化 
技術」の機能の有効 / 無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを 「Advanced」 の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Ente「〉 キーを押すとサブメニューが表 
ホされます 0 


PhoenixBIOS Setup Utility 




Item Specific Help 

► Memory Configuration 

► PCI Configuration 

► Peripheral Configuraion 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices. 

Boot-time Diagnostic Screen: 

[Disabled] 


Reset Configuration Data: 

[No] 


NumLock: 

[Off] 


Memory/Processor Error: 

[Boot] 



FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ ~ ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

[Disabled] 

Enabled 

「 Enabled 」 に設定すると、 POST の内容を 
画面に表示します。 「 Disabled 」 に設定する 
と NEC ロゴで POST の表示を隠します。 
Console Redirection 中は 「 Disabled 」 に設 
定できません。 

Reset Configuration Data 

[No] 

Yes 

Configuration Data(POST で記憶している 
システム情報 ) をクリアするときは 「 Yes 」 

に設定します。装置の起動後にこのパラ 
メータは 「 No 」 に切り替わります。 

NumLock 

On 

[Off 」 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 
定します。 

Memory/Processor Error 

[Boot] 

Halt 

POST でメモリまたはプロセッサに異常を検出 
した際の POST 終了後の動作を選択します。 
「 Boot 」 でオペレーティンク'システムをそのま 
ま起動します。 「 Halt 」 で動作を停止します。 


[]： 出荷時の設定 


Reset Configuration Data を 「 Yes 」 に設定すると、ブートデバイスの情報 
Bta もクリアされます。 Reset Configuration Data を 「 Yes 」 に設定する前に、 
必ず設定されているブートデバイスの順番を記録し、 Exit Saving Changes 
で再起動後、 BIOS セットアップメニューを起動して、ブートデバイスの順番 
を設定し直してください。 
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Memory Configuration サブメニュー 


Advanced メニューで 「MemoryConfiguration」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced I 


Memory 

Configuration 

Item Specific Help 

System Memory: 

601 KB 

Enables DIMM sparing 

Extended Memory: 

522752 KB 

feature- 

DIMM Group #1 Status: 

Normal 


DIMM Group #2 Status: 

Normal 


DIMM Group #3 Status: 

Normal 


DIMM Group #4 Status: 

Normal 


DIMM Group #5 Status: 

Normal 


DIMM Group #6 Status: 

Normal 


Memory Retest : 

clfflj ] 


Extended RAM Step: 

[Disabled] 


Memory RAS Feature: 

[Interleave] 


Sparing: 

[Disabled] 



FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ — > Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Memory 

— 

基本メモリの容量を表示します。 

Extended Memory 

— 

拡張メモリの容量を表示します。 

DIMM Group #1-#6 

Normal 

メモリの現在の状態を表示します。 

Status 

Disabled 

Not Installed 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 
ます。 「 Disabled 」 は故障していることを、 
「Not Installed 」 はメモリが取り付けられて 
いないことを示します（表示のみ）。 

表示と DIMM ソケットは次のように対応して 
います。 

Group #1 : DIMM #11、#21 

Group #2: DIMM #31 、 #41 

Group #3: DIMM #12、 #22 

Group #4: DIMM #32' #42 

Group #5: DIMM #13、 #23 

Group #6: DIMM #33、 #43 
なお、本装置に搭載される DIMM はインター 
リープタイプのため2枚で1組として構成さ 
れています。 

Memory Retest 

[ No ] 

Yes 

メモリの エラー 情報をクリアし、次回起動 
時にすべての DIMM に対してテストを行いま 
す。このオプションは次回起動後に自動的 
に「 N 0」に切り替わります。 

Extended RAM Step 

1 MB 

1 KB 

Every Location 
[ Disabled ] 

「1 MB 」 は 1 M 単位にメモリテストを行いま 
す。 T 1 KB 」 は 1 K 単位にメモリテストを行い 
ます 。 「Every Location 」 はすべてにメモリ 
テストを行います。メモリテスト中はス 
ベースキーのみ有効となり < F 2>、< F 4>、 

< F 12>, く Esc > キーは無視されます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Memory RAS Feature 

[ Interleave ] 

Mirror 

搭載しているメモリを一般の方式で運用す 
る （ Interleave ) が、メモリミラーリング機 
能を使用する （ Mirror ) を選択します。 

機能の詳細については「メモリミラーリン 
グ機能」 （139 ページ）を参照してください。 

Sparing 

[ Disabled ] 

Enabled 

オンラインスペアメモリ機能の有効/無効を 
設定します。機能の詳細については「オン 
ラインスペアメモリ機能」 （141 ベージ）を 
参照してください。 


[]: 出荷時の設定 


PCI Configuration サブメニュー 

Advanced メニューで 「PCI Configuration」 を選択すると、以下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択してく Ente「> キーを押すとサブメニューが表示 
されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced I 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Onboard Video Controller 

► Onboard LAN 

PCI Slot IB Option ROM: [Enabled] 

PCI Slot 1C Option ROM: [Enabled] 

Additional setup 
menus to configure 
onboard Video 

controller. 


FI Help f l Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit —一 Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot IB Option ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

フルハイトタイプのライザカードに接続して 
いる PCI ボード上のオプション ROM の展開を 
有効にするか無効にするかを設定します， 

PCI Slot 1 C Option ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

□ープロファイルタイプのライザカードに 
接続している PCI ボード上のオプション 

ROM の展開を有効にするか無効にするがを 
設定します。 


[]： 出荷時の設定 


_"〇 ディスクアレイコント□ーラや LAN ポード（ネットワークブート）、 Fibre 
Bta Channel コント□ーラで、 0S がインストールされたハードディスクドライブ 
を接続しない場合は、その PCI ス□ットのオプション ROM 展開を 「Disabled」 
に設定してください。 
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Onboard Video Controller サブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

VGA Controller 

Disabled 

オンボード上のビデオコントローラの有効/ 


[ Enabled ] 

無効を設定します。 

Onboard VGA Option ROM 

[ Auto ] 

オンボード上のビデオコントローラの ROM 

Scan 

Force 

展開を自動にするか強制的にするがを選択 
します。 


[]： 出荷時の設定 


Onboard LAN サブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

オンボード上の LAN コントローラの有効/無 
効を設定します。 

LAN 1 Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の LAN コントローラ1の BIOS 
の展開の有効/無効を設定します。 

LAN 2 Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の LAN コントローラ2の BIOS 
の展開の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Peripheral Configuration サブメニュー 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced H 


Peripheral 

Configuration 

Item Specific Help 

Serial Port A: 


Configure Serial Port A 

Base I/O address: 

[3F8] 

using options : 

Interrupt : 

[IRQ 4 ： 


Serial Port B: 

[Enabled] 

[Disabled] 

Base I/O address: 

[2F8] 

No configuration 

Interrupt : 

[IRQ 3] 

[Enabled] 

USB 2.0 Controller: 

[Enabled] 

User connguration 

Parallel ATA: 

[Enabled] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^^ Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。なお、表内の 「アミかけI で示す項目は SATA ハー 
ドディスクドライブモデルでのみ設定できます。 


胃""〇 害！！り込みベース I/O アドレスが他と重複しないように注意してください。設定 
した値が他のリソースで使用されている場合は黄色の「*」が表示されます。 
黄色の「*」が表示されている項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート A の有効/無効を設定します。 

Serial Port A 

Base I/O address 

[3 F 8] 

2 F 8 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート A のためのベース l /〇アドレ 
スを設定します。 

Serial Port A 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート A のための割り込みを設定し 
ます。 

Serial Port B 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート B の有効/無効を設定します。 

Serial Port B 

Base I/O address 

3 F 8 

[2 F 8] 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート B のためのベース l /〇アドレ 
スを設定します。 

Serial Port B 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート B のための割り込みを設定し 
ます。 

USB 2.0 Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

USB 2. ◦の有効/無効を設定します。 

Parallel ATA 

Disabled 

[ Enabled ] 

マザーボード上のパラレル ATA コント□一 
ラの有効/無効を設定します。 

Serial ATA 

Disabled 

[ Enabled ] 

マザーボード上のシリアル ATA コントロー 
ラの有効/無効を設定します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

SATA Controller Mode 
Option 

[ Compatible ] 

Enhanced 

「Serial ATAJ の設定を有効にしている場合 
に機能します。 

マザーボード上のシリアル ATA コント□一 
ラの動作モードオプシヨンを選択します。 
「 Compatible 」 を選択すると、 SATA ハード 
ディスクドライプを自動的に検出後、一般 
の八ードディスクドライブとして制御しま 
す。 

「 Enhanced 」 を選択すると、 SATA 八ード 
ディスクドライブを自動的に検出後、ネイ 
テ ィプ IDE モードでハード ディ スクドライプ 
を制御します。 

SATA RAID Enable 

[ Disabled ] 

rSATA Controller Mode Option 」 の設定を 
「 Enhanced 」 にしている場合に機能します。 
オンボード上の SATA コント□ーラを使った 
ハードディスクドライブの RAID (ディスク 
アレイ）の有効/無効を設定します。 

注：異なる設定で SATA ハードディスクドラ 
イブがら起動するとデータが壊れるおそ 
れがあります。 

SATA AHCI 

[ Disabled ] 

Enabled 

rSATA Controller Mode Option 」 の設定を 
「 Enhanced 」 にしている場合に表示します。 
シリアル ATA のネイティブインタフェース仕 
様である AHCI (Advanced Host Controller 
Interface ) の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control サブメニュー 

Advanced メニューで 「Advanced Chipset Control」 を選択すると、以下の画面が表示され 
ます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced H 


Advanced Chipset Control 

Item Specific Help 

Multimedia Timer: 

Intel CR) I/O AT: [Disabled] 

Wake On LAN/PME: [Enabled] 

Wake On Ring: [Disabled] 

Wake On RTC Alarm: [Disabled] 

EnabLe/DisabLe 

Multimedia Timer (HPET). 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit —»• Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Multimedia Timer 

[ Disabled ] 

Enabled 

マルチメディアに対応するためのタイマー 
の有効/無効を設定します。 

Intel ( R ) I/O AT 

[ Disabled ] 

Enabled 

Intel 1/〇アクセラレーシヨンテクノロジ機能 
の有効/無効の設定をします。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

[ Enabled ] 

標準装備のネットワークまたはフルハイト 

PCI ライザーカードに接続された PCI デバイ 
ス (PCI Power Management Enabled をする 
インベント)によるリモートパワーオン機能 
の有効/無効を設定します。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモー 
トパワーオン機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Wake On RTC Alarm 

[ Disabled ] 

Enabled 

リアルタイムクロックのアラーム機能を 
使ったリモートパワーオン機能の有効/無効 
を設定します。 


[]： 出荷時の設定 



• Wake On LAN/PME、Wake On Ring 機能のご利用環境において、本 
体への AC 電源の供給を停止した場合、 AC 電源の供給後の最初のシステ 
ム起動には Wake On LAN/PME、Wake On Ring 機能を利用すること 
はできません。 Power スイッチを押下してシステムを起動してくださ 
し、。 AC 電源の供給を停止した場合、時下の DC 電源の供給までは電源管 
理チップ上の Wake On LAN/PME、Wake On Ring 機能が有効となり 
ません。 

• Windows Server 2003オペレーティングシステムでの使用について 
は4章の「トラブルシューティング (Windows Server 2003につし、て 
)」 （271 ページ)を参照してください。 
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Security 

力ーソルを 「Security」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
■ Security | 


User Password Is: 

Clear 

Item Specific Help 


Supervisor Password Is: 

Clear 

Supervisor Password 

Set User Password 


controls access to the 

Set Supervisor Password 

[Enter] 

setup utiLity. 

Password on boot: 

[Disabled] 


Fixed disk boot sector: 

[Normal] 


Power Switch Inhibit: 

[Disabled] 



FI Help t I Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit —— Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Ente「> キーを押すと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設定を行います。 


■"〇 • 「User Password」 は、 「Supervisor Password」 を設定していない 

Bfr ョ と設定できません。 

• OS のインスIル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 


各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Supervisor Password Is 

Clear 

Set 

スーパーバイザパスワードが設定されてい 
るかどうがを示します（表示のみ）。 

User Password Is 

Clear 

Set 

ユーザーパスワードが設定されているがど 
うかを示します（表示のみ)。 

Set User Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとユーザーのパスワード 
入力画面になります。このパスワードでは 
SETUP メニューのアクセスに制限がありま 
す。この設定は、 SETUP を起動したときの 
パスワードの入力で 「 Supervisor 」 でログ 
インしたときのみ設定できます。 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとスーパーバイザのパス 
ワード入力画面になります。このパスワー 
ドですベての SETUP メニューにアクセスで 
きます。この設定は、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの入力で 「 Supervisor 」 で 
□グインしたときのみ設定できます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Password on boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を行う/行わな 
いの設定をします。先にスーパバイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定されて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーが起動していると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

Write Protect 

IDEA - ドディスクドライプに対する書き込 
みを防ぎます。本装置では IDE 八ードディス 
クドライプをサボートしていません。 

Power Switch Inhibit 

[ Disabled ] 

Enabled 

パワースイッチの機能を有効にするが無効 
にするかを設定します。 

なお、強制電源〇 FF (4 秒押し）は無効にで 
きません。 


[]： 出荷時の設定 
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Server 

カーソルを 「Server」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup menus to 
view server management 

► Console Redirection 

► Event Log Corvnguration 

Assert NMI on PERR: 


features- 

Assert NMI on SERR: 

[Enabled] 


FRB-2 Policy: 

[Retry 3 Times] 


Boot Monitoring: 

[Disabled] 


Boot Monitoring Policy: 

[Retry 3times] 


Thermal Sensor: 

[EnabLed] 


BMC IRQ: 

[IRQ 11] 


Post Error Pause: 

[Enabled] 


AC-LINK: 

[Last State] 


Power ON Delay Time: 

C 0 ： 


Platform Event Filtering: 

[Enabled] 



FI 

Esc 


Help 

Exit 


11 


Select Item 
Select Menu 


-/+ 
Enter 


Change Values 
Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


Serve 「メニューで設定できる項目とその機能を示します。 「System Management」 と 
「Console Redirection」 、 「Event Log Configuration」 は選択後、く Enter〉 キーを押してサブ 
メニューを表示させてから設定します。 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI PERR のサポートを設定します。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI SERR のサポートを設定します。 

FRB -2 Policy 

Disable FRB 2 Timer 
Disable BSP 

Do Not Disable BSP 
[Retry 3 Times ] 

BSP で FRB レベル2のエラーが発生したとき 
のプロセッサの動作を設定します。 

Boot Monitoring 

[ Disabled ] 

5 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 

55 minutes 

60 minutes 

起動監視機能の有効/無効とタイムアウトま 
での時間を設定します。この機能を使用す 
る場合は、 ESMPR 〇 /ServerAgent をインス 
トールしていない〇 S から起動する場合には、 
この機能を無効にしてください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times ] 

Retry Service Boot 
Always Reset 

起動監視時にタイムアウトが発生した場合 
の処理を設定します。 

[Retry 3 times ] に設定すると、タイムアウト 
の発生後にシステムをリセットし、〇 S 起動 
を3回まで試みます。 

[Retry Service Boot ] に設定すると、タイム 
アウト発生後にシステムをリセットし、〇 S 
起動を3回まで試行します。その後、サービ 
スパーティシヨン*がら起動を3回試み、3回 
とも失敗した場合は起動を停止します。 
[Always Reset ] に設定すると、タイムアウ 
卜発生後に〇 S 起動を常に試みます。 



* システムにサービスパーティシヨンが存 
在しない場合は、システムパーティシヨ 
ンがら〇 S 起動を無限に試みます。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[ Enabled ] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。有効にすると、温度の異常を検出した 
場合に POST の終わりでいったん停止しま 
す。 

BMC IRQ 

Disabled 
[IRQ 11] 

BMC (ベースボードマネージメントコント 
ローラ）に割り込みラインを割り当てるか 
どラかを選択します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST の実行中にエラーが発生した際に、 

P 〇 ST の終わりで POST をいったん停止する 
がどうかを設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State ] 

Power On 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設定します（下表参照)。 

Power ON Delay Time ( Sec ) 

[0] - 255 

DC 電源を〇 N にするディレイ時間を◦秒から 
255秒の間で設定します。 AC - LINK で 
「Last State 」 または 「 Power 〇 n 」 に設定 
している場合に有効となります。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[ Enabled ] 

BMC (ベ_スボードマネージメントコント 
□ーラ）の通報機能の有効/無効を設定しま 
す。 


[]: 出荷時の設定 


「AC-LINK」 の設定と本装置の AC 電源が OFF になってから再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

設定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （ DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 0 FP 

Off 

Off 

On 


* POWER スイッチを4秒以上押し続ける操作です。強制的に電源を〇 FF にします。 


wO 無停電電源装置 ( UPS ) を利用して自動運転を行う場合は 「 AC - LINK 」 の設定 
を 「Power On 」 にしてください。 
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System Management サブメニュー 

Serve 「メニューで 「System Management」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Server I 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit —»• Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Version 


BIOS のバージョンを表示します（表示の 

み)〇 

Board Part Number 


本装置のマザーボードの部品番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Board Serial Number 


本装置のマザーボードのシリアル番号を表 
示します（表示のみ)。 

System Part Number 


本装置のシスァムの部品番号を表耶します 
(表示のみ)。 

System Serial Number 


本装置のシステムのシリアル番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Chassis Part Number 


本装置の筐体の部品番号を表示します（表 
示のみ）。 

Chassis Serial Number 


本装置の筐体のシリアル番号を表示します 
(表示のみ)。 

Onboard LAN 1 MAC 
Address 


標準装備の LAN ポート1の MAC アドレスを 
表示します（表示のみ)。 

Onboard LAN 2 MAC 
Address 

— 

標準装備の LAN ポート2の MAC アドレスを 
表示します（表示のみ)。 

Management LAN MAC 
Address 

— 

管理用 LAN ポートの MAC アドレスを表示し 
ます（表示のみ)。 

BMC Device ID 

— 

BMC のデバイス ID を表示します（表示の 

み)〇 

BMC Device Revision 


BMC のレビジョンを表示します（表示の 

み)〇 

BMC Firmware Revision 


BMC のファームウエアレビジョンを表示し 
ます（表示のみ)。 

SDR Revision 


センサデータレコードのレビジョンを表示 
します（表示のみ)。 

PI A Revision 

— 

プラットフォームインフォメーションエリ 
アのレビジョンを表示します（表示のみ）。 
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Console Redirection サブメニュー 

Serve 「メニューで 「Console Redirection」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port B 

このメニューで設定したシリアルポートが 
6 DianaScope やハイパーターミナルを使つ 
た管理端末からのダイレクト接続を有効に 
するが無効にするかを設定します。 

ACPI Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port B 

〇 S 動作中に ACPI コンソールを接続するシリ 
アルポートを設定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2 K ] 

38.4 K 

57.6 K 

115.2 K 

接続するハードウエアコンソールとのイン 
タフエースに使用するボーレートを設定し 
ます。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 

[ CTS / RTS ] 

CTS/RTS + CD 

フロー制御の方法を設定します。 

Terminal Type 

PC ANSI 
£VT 100+] 

VT - UTF 8 

ターミナル端末の種別を選択します。 

Remote Console Reset 

[ Disabled ] 

Enabled 

接続しているハードウエアコンソールから 
送信されたエスケープコマンド （Esc R ) に 
よるリセットを有効にするがどうがを選択 
します。 


[]： 出荷時の設定 
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Event Log Configuration サブメニュー 


Server メニューで 「Event Log Configuration」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、以下の画 
面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Server 


Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Clear ALL Event Logs: 

The system event Log 
will be cleared if 
selecting "Yes". 


FI Help f 4 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Clear All Event Logs 

Enter 

< Enter > キーを押すと確認画面が表示され、 
「 Yes 」 を選ぶと保存されている エラー ログ 
を初期化します。 


[]： 出荷時の設定 
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Boot 

力ーソルを 「Boot」 の位置に移動させると、起動順位を設定する Boot メニューが表示されます。 



起動デパイスとして登録されていないデパイス 


起動デバイスとして登録されたデパイスとその優先順位 


表示項目 

デバイス 

USB CDR 0 M 

USB CD - R 〇 M ドライブ 

IDE CD 

ATAPI の CD - ROM ドライブ（本体標準装備の DVD - ROM ドライプなども含む） 

USB FDC 

USB フロッピーディスクドライブ 

USB KEY 

USB フラッシュメモリなど 

IDE HDD 

本体標準装備のハードディスクドライブ （ SATA モデル） 

PCI SCSI 

本体標準装備のハードディスクドライブ （ SAS モデル） 

ディスクアレイ構成の場合は 「Software RAID 」 と表示します。 

PCI BEV 

IBA GE Slot xxxx :本体標準装備の LAN。「Slot 0 C 00」 が LAN 1 、 「Slot 0 C 〇1」 

が LAN 2 を表します。 

その他の表示： 本体のライザーカードに接続されているオプションの PCI ボー 

ド。 


1. BIOS は起動可能なデバイスを検出すると、該当する表示項目にそのデバイスの情 
報を表示します。 

メニューに表示されている任意のデバイスから起動させるためにはそのデバイスを 
起動デノ\'イスとして登録する必要があります（最大8台まで)。 

2. デバイスを選択後して <X> キーを押すと、選択したデバイスを起動デバイスとして 
登録/解除することができます。 

最大8台の起動デバイスを登録済みの場合は <X> キーを押しても登録することはで 
きません。現在の登録済みのデバイスから起動しないものを解除してから登録して 
ください。 

また選択後に <Shift> キーを押しながら、<1>キーを押すと選択したデバイスを有 
効/無効にすることができます。 

3. < t >キー/< I >キーと<十>キー/<_>キーで登録した起動デバイスの優先順位 
(1 位から8位）を変更できます。 

各デバイスの位置へ< 丨〉キー/<丨〉キーで移動させ、<十〉キー / <一〉キーで優先 
順位を変更できます。 
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Exit 

力ーソルを 「Exit」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューの各オプションについて以下に説明します。 

Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時 
に、この項目を選択します。 Exit Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されます。 
ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
て SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動します。 


Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせ 
たい時に、この項目を選択します。 

次に 「Save before exiting?」 の確認画面が表示され、ここで、 「No」 を選択すると、変更し 
た内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終了し、ブートへと進みます。 「Yes」 を選 
択すると変更した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了し、自動的にシステムを再 
起動します。 










192 システム BIOS (SETUP) のセツトアップ 


Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します 。 Load Setup 
Defaults を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると、 SETUP のすベての値をデフォルト値に戻して Exit メニューに 
戻ります。 fNoJ を選択すると Exit メニューに戻ります。 


• モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値が異なる場合がありま 
す。この項で説明している設定一覧を参照して使用する環境に合わせた 
設定に直す必要があります。 

• SATA ハードディスクドライブモデルにおいてこのオプションを実行す 
ると、 「 Advanced 」 の 「Peripheral Configuration 」 メニューの 
rSATA RAID Enabled 」 が 「 DisatHed 」 に設定されます。 SATA 内 
蔵八ードディスクドライブをディスクアレイで使用している場合は、 
SETUP を終了する前に 「 Enabled 」 に変更し、設定内容を保存してく 
ださい。設定を変更せずに再起動すると八ードディスクドライブのデー 
夕を壊すおそれがあります。 



「SATA RAID Enabled 」 メニユーを表示させるには、 「 Advanced 」 メニユーの 
「Peripheral Configuration」-►「SATA Controller Mode Option 」 を 「 Enhanced 」 
に設定してください。 


Load Custom Defaults 

このメニューを選択してく Ente 「> キーを押すと、保存しているカスタムデフォルト値を□ー ド 
します。カスタムァ'フォルト値を保存してし'''なし'''場合は、表 TJX されません。 


Save Custom Defaults 


このメニューを選択して < Ente 「> キーを押すと、現在の設定値をカスタムデフォルト値として 
保存します。保存すると fLoadCustom Defaults 」 メニューが表示されます。 


Discard Changes 

CMOS メモリに値を保存する前に今回の変更を以前の値に戻したい場合は、この項目を選択し 
ます 。 Discard Changes を選択すると確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、以前の内容に戻ります。 


Save Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存する時に、この項目を選択し 
ます 。 Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
よす。 
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CMOS メモリ•バスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティ 「 SETUP 」 では、本装置内部のデータを第三者が 
6保護するために独自のパスワードを設定することができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方法でパスワードをクリアす 
ることができます。 

また、本装置の CMOS メモリに保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行いま 
す0 


• CMOS メモリの内容をクリアすると SETUP の設定内容がすべてデフォ 
ルトの設定に戻ります。 

• SATA ハードディスクドライブモデルにおいて CMOS メモリの内容を 
クリアすると 、 BIOS SETUP ユーティリティの 「 Advanced 」 の 
「Peripheral Configuration 」 メニューの 「SATA RAID 」 が 
「 Disabled 」 に設定されます。 SATA 内蔵ハードディスクドライブを 
ディスクアレイで使用している場合は、 CMOS メモリのクリア後、 
BIOS SETUP ユーティリティを起動して、上記設定を 「 Enabled 」 に 
変更し、設定内容を保存してください。設定を変更せずに起動すると 
八ードディスクドライブのデータを壊すおそれがあります。 


パスワード / CMOS メモリのクリアはマザーボード上のコンフィグレーションジャンパスイツ 
チを操作して行います。ジャンパスイッチは下図の位置にあります。 


W-O その他のジャンノ v ° の設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
Bfai 因となります。 


パスワードの保護/クリア用ピン 


CMOS メモリの内容の 
保護/クリア用ピン 



保護 



クリア 


© 





前面側 


背面側 
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それぞれの内容をクリアする方法を次に示します。 



警告 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウムバッテリを取り外さない 

• ブラグを差し込んだまま取り扱わない 



A 注意 



AA 

A A 

Q 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

1人で持ち上げない 
中途半端に取り付けない 
カバーを外したまま取り付けない 
指を挟まない 

言:日:卞吾 

ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 
複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 


1. 113ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （1 13ページ参照)。 

3. ロジックカバーを取り外す（134ページ参照)。 

4. クリアしたい機能のジャンノ（スイッチの位置を確認する。 

5. ジャンノ（スイッチの設定を変更する。 

前ページの図を参照してください。 

6. 5秒ほど待って元の位置に戻す。 

7. 取り外した部品を元に組み立てる。 

8. 電源コードを接続して本体の電源を ON にする。 

9. く F 2> キーを押して BIOS SETUP ユーティリティを起動し、 Exit メニューから 
「Load Setup Defaults 」 を実行する。 
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割り込みライン 


割り込みラインは、出荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設するときな 
どに参考にしてください。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

〇 

システムタイマ 

12 

マウス 

1 

キーボード 

13 

数値演算プロセッサ 

2 

— 

14 

プライマリ DE 

3 

COM 2シリア ルポー ト 

15 

セカンダリ IDE 

4 

COM 1シリア ルポー ト 

16 

USB 

5 

PCI 

17 

VGA 

6 

— 

18 

— 

7 

PCI 

19 

USB 

8 

リアルタイムクロック 

30 

LAN1 

9 

ACPI Compliant System 

31 

LAN2 

10 

PCI 

49 

SAS1 

11 

BMC IRQ 

51 

SAS2 
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RAID コンフイグレーシヨン 

ここでは本体標準装備の RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAID ™) を使用して内蔵 
ハードディスクドライブをディスクアレイドライブとして運用するための方法について説明 
します。オプションのディスクアレイコント□ー ラを使用した RAID の構築方法については、 
オプションに添付の説明書を参照してください)。 

Disk 増設ユニットに搭載したハードディスクドライブをディスクアレイドライブとして運用 
する場合については、オプションのディスクアレイコント□ーラが必要です。詳しくはディス 
クアレイコント□ーラまたは Disk 増設ユニットに添付の説明書を参照してください。 


RA 旧レベルの選択 


本装置内蔵のマザーボードにある RAID コント□—ラを使用してディスクアレイ （RAIDO また 
は RAID 1) を構築することができます。 

構築に必要となる機器はハードディスクドライブです。 

• RAIDO (ストライビング） 

2〜4台のハードディスクドライブに対してデータを分散して記録する方法です。この方 
法を「ストライビング」と呼びます。ハードディスクドライブへ処理を分散させること 
によりハードディスクドライブ単体で使用しているときに比べディスクアクセス性能を 
向上させることができます。 


• RAID 1(ミラーリング） 

2台のハードディスクドライブに対して同じデータを記録する方法です。この方法を「ミ 
ラーリング」と呼びます。データを記録するときに同時に2台のハードディスクドライブ 
に記録するため、使用中に片方のハードディスクドライブが故障してももう片方の正常 
なハードディスクドライブを使用してシステムタ'ウンすることなく継続して運用するこ 
とができます。 


• データを複数台の八ードディスクドライブに分散して記録しているため 
アレイを構成している八ードディスクドライブが1台でも故障すると 
データの復旧はできません。 

• アレイの論理容量は、接続されたハードディスクドライブの整数倍とな 
ります。 


• データを2台のハードディスクドライブへ同時にリード/ライトしている 
ため、単体ディスクに比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

• アレイの論理容量は、接続されたハードディスクドライブ1台と同じと 
なります。 


RAID 10( RAID 1 のスパン） 

RAID 10 ( RAID 1 のスパン）は RAIDO および RAID 1の組み合わせです。データを各ハード 
ディスクドライブへ「ストライビング」で分割し「ミラーリング」で記録します。 
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八ードディスクドライプの取り付け 


本体に2台以上のハードディスクドライブを取り付けてください。取り付け手順については、 
「ハードディスクドライブ ( SATA / SAS )」（117 ページ）を参照してください。 


取り付ける八ードディスクドライブは同じ回転速度のものを使用してくださ 
しヽ。また、 RAID 1を構築する場合は、同じ容量の八ードディスクドライブを 
使用することをお勧めします。 


RA 旧の有効化 


取り付けた2台以上のハードディスクドライブは、単一のハードディスクドライブか、 RAID ド 
ライブのいずれかで使用することができます。 

RAID ドライブとして構築するためには、マザーボードの設定を変更してください。 



出荷時の設定では、単ーハードディスクドライブとして使用するように設定さ 
れています。 


SATA 八ードディスクドライブモデルの場合 

BIOS セットアップメニユーにて 「 Advanced 」 メニューの — 「Peripheral Configuration 」— 
rSATA Controller Mode Option 」 を 「 Enhanced 」 に設定し、 「 Advanced 」 メ ニューの— 
「Peripheral Configuration」—『SATA RAD Enable 」 を 「 Enabled 」 に設定してください。 
初期値 （「 Disabled 」） のまま起動するとハードディスクドライブのデータが壊れる場合があり 
ます。 
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SAS 八ードディスクドライブモデルの場合 



警告 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウムバッテリを取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A 注意 



AA 

A A 

Q 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 m ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高:日:"!", 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 


1. 113ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （1 13ページ参照)。 

3. ロジックカノ（一を取り外す （ 134ページ参照)。 

4. ライザーカードを取り外す （156 ページ参照)。 

5. ジャンノ（スイッチの位置を確認する。 
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6. ジャンノ（スイッチの設定を変更する。 


前面側 




RAID コンフィグレーション 
ジャンパ 



背面側 


マザーボード 


7. 取り外した部品を元に組み立てる。 
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RA 旧ユーテイリテイの起動と終了 


本体標準装備の RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAID ™) に対するコンフイグレー 
シヨンツールは 「LSI Software RAID Setup Utility 」 です 0 



[ヒント I 


この コンフイグレーシヨンユーテイリテイ は 本 装置で サボー トしている 
DianaScope の リモー トコンソール機能では動作しません。 


ユーティリティの起動 

1. 本体装置の電源投入後、次に示す画面が表示された時に、 < Esc > キーを押す。 

POST の画面が表示されます。 


NEC 

Press <ESC> to view diagnostic message 

Press <F2> to enter Setup, <F4> Service Partition, <F12> Network 

2. POST 画面で、以下の表示を確認したら、く Ctrl >+< M > キーを押す。 


LSI Logic SoftwareRAID BIOS Version xxxxxx 
LSI Logic MPT RAID Found at PCI Bus No:xx Bev No:xx 
Scaning for Port 00 Responding xxxxxxxx xxxxM 巳 
Standard FW xxx DRAM=128MB(SDRAM) 
xx Logical drive(s) Configured 

Press <CtrlxM> to Run LSI Logic Software RAID Setup Utility 


ユーティリティが起動し、以下に示す TOP メニューを表示します。 


LSI Logic Software RAID Configuration Utility Ver xxx 


— Management Menu 
Configure 
Initialize 
Objects 
Rebuild 

Check Consistency 


Configure Logical Drive(s) 


Use cursor keys to navigate between items and Press ENTER to select an option 


以降の操作については、「メニューツリー」 （201 ページ）と「操作手順」 （203 ぺ 
ジ）を参考に操作および各種設定をしてください。 
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ユーテイリテイの終了 

ユーテイリテイの TQP メニューで < Esc > キーを押します。 
確認のメッセージが表示されたら 「 Yes 」 を選択してください。 


Please Press く Ctrl〉<Alt> <Del> to REBOOT the system. 


上に示すメッセージが表示されたら、く Ct 「 l 〉+< Alt 〉+< Del > キーを押します。再起動します。 


メニユ-ツ■」_ 


◊:選択•実行パラメータ•：設定パラメータ • ：情報表示 
♦ : ロジカルドライブ生成後設定（変更）可能 


メニュー 

説明 

◊Configure 

Configuration 設定を行う 

OEasy Configuration 

Configuration の設定(固定値使用） 

ONew Connguration 

Configuration の新規設定 

OView/Add Configuration 

Configuration の追加設定、表示 

OClear Configuration 

Configuration のクリア 

◊Select Boot Drive 

起動するロジカルドライプを選択する 

◊Initialize 

ロジカルドライプ初期化 

◊Objects 

各種設定 

◊Adapter 

ディスクアレイコントローラ設定 

◊Sel. Adapter 

アタ'プタの選択 

•Rebuild Rate 

30 

•Chk Const Rate 

30 

•FGI Rate 

30 

•BGI Rate 

30 

•Disk WC 

Off 

•Read Ahead 

On 

•Bios State 

Enable 

•Stop on Error 

No 

•Fast Init 

Enable 

•Auto Rebuild 

On 

•Auto Resume 

Enable 

•Disk Coercion 

1GB 

•Factoty Default 

デフォルト値に設定 

◊Logical Drive 

ロジカルドライブ操作 

◊Logical Drives 

ロジカルドライプの選択(複数ロジカルドライプが存在） 

◊Initialize 

ロジカルドライプの初期化 

OCheck Consistency 

ロジカルドライプの冗長性チェック 

OView/Update Parameters 

ロジカルドライブ情報表示 

• RAID 

RAID レベルの表示 

• SIZE 

ロジカルドライプの容量表示 
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メニュー 

説明 

• Stripe SIZE 

ストライプサイズの表示 

• #Stripes 

ロジカルドライプを構成しているハードディスクドライブ数 
を表示 

• State 

ロジカルドライブの状態表示 

• Spans 

スパンの設定状態表示 

• Disk WC 

ライトキャッシュの設定表示 

Off : Write Through On : Write Back 

• Read Ahead 

リードアへッドの設定表示 

◊Physical Drive 

物理ドライプの操作 

◊Physical Drive Selection Menu 

物理ドライプの選択 

◊Make HotSpare 

オートリビルド用ホットスペアディスクに設定 

OForce Online 

ディスクを強制的にオンラインにする 

OForce Offline 

ディスクを強制的にオフラインにする 

◊Drive Properties 

ハードディスクドライブ情報の表示 

• Device Type 

デバイス種類 

• Capacity 

容量 

• Product ID 

型番 

• Revision No. 

レビジョン 

◊Rebuild 

リビルド実行 

OCheck Consistency 

ロジカルドライプの冗長性チェック 
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操作手順 


Configuration の新規作成/追加作成 



1 . ユーティリティを起動する。 

2. TOP メニユ ー （Management Menu ) より、 「 Configure」-►「New 
Configuration 」 を選択する。追加作成の場合は、 「 View/add Configuration 」 
を選択する。 



• 「New Configuration 」 で Configuration を作成の場合、既存のコン 
フィグレーシヨン情報がクリアされます。既存のコンフィグレーシヨン 
情報に追加作成の場合は、 「 View/add Configuration 」 を選択してく 
ださい。 

• 「Easy Configuration 」 では RAID 1のスパンの作成、ロジカルドライブ 
容量の設定ができません 。 「New Configuration 」 か 「 View/Add 
Configuration 」 で作成してください。 
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3. 確認のメッセー ジ （ Proceed ?) が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

SCAN DEVICE が開始され(画面下にスキャンの情報が表示されます)、終了すると、 
「New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 」 画面が表示されます。 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 
PORT# 



4. カーソルキーでパックしたい八ードディスクドライブにカーソルを合わせ、スぺ一 
スキーを押す。 


ハードディスクドライブが選択されます（選択ハードディスクドライブの表示が 
「 READY 」 から「〇 NLIN 」 になります)。 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 


0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 


PORT# 



5. < F 10> キーを押して 、 Select Configurable Array ⑻を設定する。 

6. スぺ_スキ_を押す。 

SPAN -1 が設定されます。 


Select Conngurable Array(s) 



— A-0 — 

SPAN-1 
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7. く F 1 0>キーを押して□ジカルドライブの作成を行う。 

「Logical Drives Configure」 画面が表示されます。（下図は、ハードディスクドライ 
ブ2台、 RAID1 を例にしています) 


- Lofical Drives Configured - 

LD RAID Size #Stripes StrpSz Status 

0 1 xxxMB 2 64KB ONLINE 


- Logical DriveO 

RAID =1 
Size = xxxxMB 
DWC = On 
RA = On 
Accept 
Span = NO 


8. 力ーソルキーで 「 RAID 」、「 Size 」、「 DWC 」、「 RA 」、「 Span 」 を選択し、 
く Enter > キーで確定させ、各種を設定する。 

(1)「 RAID」 ： RAID レベルの設定を行います。 


パラメータ 

備考 

〇 

RAID0 

1 

RAID1 

5 

RAID5 

10 

RAID 1 のスパン 


パックを組んだ HDD の数によって選択可能な RAID レベルが変わります。 

(2) rSizeJ : ロジカルドライブのサイズを指定します。本装置のマザーボード上の 

RAID コントローラは最大40個のロジカルドライブが作成できます。 

(3) 「DWC」 ： Disk Write Cache の設定を行います。 


パラメータ 

備考 

Off 

ライト スルー 

On 

ライトバック 


(4)「 RA」 ： Read Ahead の設定を行います0 


パラメータ 

備考 

Off 

先読みを行わない 

On 

先読みを行う 
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(5) fSpanJ : Span 設定を行います 0 


パラメータ 

備考 

SPAN = N 0 

Span 設定を行わない 

SPAN=YES 

Span 設定を行ラ 


SPAN 実行時は、パックを組む時に図の様に2組以上の同ーパックを作成しま 
す0 


SPAN 



RAID 1 の SPAN の場合 


RAID5 の SPAN の場合 


| BONLIN A01-01 | 

0 

| BONLIN A01-01 | 

| BONLIN A01-02 | 

1 

| ■ ONLIN A01-02 | 

| ■ ONLIN A02-01 | 

2 

| ■ ONLIN A01-03 | 

| ■ ONLIN A02-02 | 

3 

| ■ ONLIN A02-01 | 


4 

| ■ ONLIN A02-02 | 


5 

| ■ ONLIN A02-03 | 


6 



RAID5 


RAID5 


SPAN 


9. すべての設定が完了したら、 「 Accept 」 を選択して、く Enter > キーを押す。 

□ジカルドライブが生成され 、 「Logical Drive Configured 」 画面にロジカルドライ 
ブが表示されます。 

10. □ジカルドライブを生成したら、く Esc > キーを押して画面を抜け 、 「Save 
Configuration ?] 画面まで戻り、 「 Yes 」 を選択する 0 

〇3加9ば31：1〇门がセーブされます。 

11. Configuration のセーブ完了メッセージが表示されたら、く Esc > キーで TOP メ 
ニュー画面まで戻る。 

1 2. TOP メニュー画面より 「 Objects」 ― 「Logical Drive 」-► rView/Update 
Parameters 」 を選択して□ジカルドライブの情報を確認する 0 

13. TOP メニュー画面より 「 Initialize 」 を選択する。 

14. 「Logical Drives 」 の画面が表示されたら、イニシャライズを行う□ジカルドライ 
ブに力ーソルを合わせ、スぺースキーを押す。 

□ジカルドライブが選択されます。 

15. □ジカルドライブを選択したら、く F 10> キーを押して Initialize を行う。 

実行確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択すると Initialize が実行されます。 

「Initialize Logical Drive Progress 」 画面のメータ表示が10096になったら 、 Initialize 
は完了です。 

16. Initialize を実施済みの□ジカルドライブに対して、整合性チェックを行う。 

詳細な実行方法は「整合性チェック」 （209 ページ）を参照してください。 

17. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリテイを終了する。 


コンフィグレーションの作成を行った時は、必ず、整合性チェックを実行して 
ください。 
































































ハードウェア編 207 


マニュアルリビルド 



1 . 八ードディスクドライブを交換し、装置を起動する。 

2. ユーティリティを起動する。 

3. TOP メニューより、 「 Rebuild 」 を選択する。 

「Rebuild -PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 」 画面が、表示されます。 

- Rebuild - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


4. 「 FAIL 」 になっている HDD にカーソルを合わせ、スペース キーで 選択する。（複数 
の八ードディスクドライブを選択可能(同時リビルド)） 

ハードディスクドライブが選択されると、 “ FAIL ” の表示が点滅します。 

5. ハードディスクドライブの選択が完了したら、く F 10>キーを押してリビルドを実 
行する。 

6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

リビルドがスタートします。 

「Rebuild Physical Drives in Progress 」 画面のメータ表示が10096になったらリビ 
ルド完了です。 

7. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリテイを終了する。 


PORT# 
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ホツトスペアの設定 



1 . ホットスペア用のハードディスクドライブを実装し、本体装置を起動する。 

2. ユーティリティを起動する。 

3. TOP メニューより、 「 Objects」—「Physical Drive 」 を選択する。 

rObjectsts - PHYSICAL DRIVE SELECTION MENU 」 画面が表示されます。 

- Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


4. ホットスペアに設定するハードディスクドライブに力ーソルを合わせて、く Enter > 
キーを押す。 

5. 「Port # XJ の画面が表示されるので 、 「Make HotSpare 」 を選択する。 

6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

ハードディスクドライブの表示が、 rHOTSPJ に変更されます。 


PORT# 
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7. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリティを終了する。 


Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


PORT# 



象 〆^ • ホツトスペアの設定を取り消すには、 「 Objects」—「Physical Drive 」 

I チェック I —「Port #X 」 — 「 Force 〇 ffline 」 を選択します。 

• ホツトスペア用ハードディスクドライプが複数 ( 同一容量 ) ある場合は、 
CH 番号 / ID 番号が小さいハードディスクドライプから順にリビルドが実 
施されます。 


整合性チヱック 



1 . ユーティリティを起動する。 

2. TOP メニューより 、 「Check Consistency 」 を選択する 0 

「Logical Drives 」 の画面が表示されます。 

3. 整合性チェックを行う□ジカルドライブに力ーソルを合わせ、スペースキーを押 
す。 

ロジカルドライブが選択されます。 

4. □ジカルドライブを選択したら、く F 10> キーを押して、整合性チェックを行う。 
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5. 確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

整合性チェックが実行されます。 

rCheck Consistency Progress 」 画面のメータ表示が10096になった6、整合性 
チェックは完了です。 

6. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリテイを終了する。 


コンフィグレーションの作成を行った時は、必ず、整合性チェックを実行して 
ください。 


その他 


(1 )Clear Configuration 

コンフィグレーション情報のクリアを行います。 TOP メニューより、 「 Configure 」— 
[Clear ConfigurationJ を選択します 。 「Clear Configuration 」 を実行すると、ディスク 
アレイコントローラ、ハードディスクドライブのコンフィグレーション情報がクリアさ 
れます。 「 ClearConfiguration 」 を実行すると、ディスクアレイコントローラのすべての 
チヤネルのコンフィグレーション情報がクリアされます。 


I チェック I 


ディスクアレイコント□ーラとハードディスクドライプのコンフィグ 
レーション情報が異なる場合、（ディスクアレイコントローラ不具合によ 
る交換時以外)ディスクアレイコントローラのコンフィグレーション情報 
を選んだ場合、コンフィグレーションが正常に行えません。その場合に 
は、 「 ClearConfiguration 」 を実施して、再度コンフィグレーションを作 
成してください。 

ロジカルドライブ単位の削除は、このユーティリティではできません。 
MegaRAID Storage Manager を使用してください。 


(2) Force Online 

Fail 状態のハードディスクドライブをオンラインにすることができます。丁〇 P メニューよ 
り、 「 Objects」—「Physical Drive 」 —ハードディスクドライブ選択 — r Force Online J 

(3) Rebuild Rate 

Rebuild Rate を設定します。 

TOP メニューより ,T Objects J —「 Adapter 」—「 Sel . Adapter」—「Rebuild Rate 」 を選択。 
0%〜100%の範囲で設定可能。デフオルト値(設定推奨値)3〇％。 


(4) 八ードディスクドライブ情報 

ハードディスクドライブの情報を確認できます。 

TOP メニューより、 「 Objects」—「Physical Drive 」 
「Drive Properties 」 を選択。 


，ハードディスクドライブ選択- 
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U セツト 


本装置が動作しなくなったときに参照してください。 



〇 S が起動する前に動作しなくなったときは、 < Ct 「 l > キーと < Alt > キーを押しながら、 < Delete > 
キーを押してください。リセットを実行します。 


リセットは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてし 
Bta まいます。ハングアップしたとき以外でリセットを行うときは、本装置がなに 
も処理していないことを確認してください。 


強制電源 OFF 


〇 S からシャットタ'ウンできなくなったときや、 POWER スイッチを押しても電源を〇 FR こで 
きなくなったとき、リセットが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイッチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に〇 FF になります。（電 
源を再び ON にするときは、電源〇 FF から約10秒ほど待ってから電源を〇 N にしてください。） 

リモートパワーオン機能を使用している場合は、 一度、 電源を ON にし直して、 
Bta OS を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 


POWER スイッチ 
(4 秒以上押す） 
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